
































































































































































































(7) 第291号 広 幸艮 め し＼ わ 昭和60年12 月 10 日

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第 2 回県民スポーツ祭第 9 回県壮年ソフトボール大

会（県・県体協など主催）で、明和壮年ソフトボール

クラブ（代表、鯉沼秀夫さん）チームが見事優勝。か

ってない快挙に関係者は「日頃の練習が報われました」

と満足そうでした。おめでとうございました。

大輪の村田さん

綿栽培にチャレンジ
大
輪
の
村
田
謙
一
さ
ん
宅
は
、
昔
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
綿
を
栽
培
し

そ
の
収
穫
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
5
a

ほ
ど
作
付
け
し
、
大
人
用
の

ふ
と
ん
か
7

ー

8

枚
分
出
来
る
位
の
綿
を
収
穫
し
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と

作
付
し
た
い
と
意
欲
的
で
す
。
興
味
あ
る
方
は
一
度
尋
ね
て
み
て
は
：
·
…
゜

小久保さんの「洋ラン」が農水大臣賞
県農業まつり

尻 8 「第 23回県農業まつり」の花品評会で千津井の小
久保憲一さんの出品した「洋ラン」が農：：9：巴□ ：、
受賞。 500 点のから選ばれたものです。
いました。

新型消防自動車導入

% 村では、防災活動の充実を期するため新しい消防
(85 馬カ・ 3,268cc) を購入(655 万円）。

：：；：イし：：の消防車は、第 2 分団第 1 班（南大島地
内）に配備されました。

十
二
月
は
、
ボ
ー
ナ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
な
に
か

と
大
金
が
動
き
、
家
計
簿
の
上
で
も
、
あ
金
の
出
し
入
れ
が

し
き
り
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
は
、
ひ
つ
だ
く
り
や
空
き
巣

が
1
1
横
行
I
Iし
、
結
料
を
ハ
ン
ド
バ
ッ
ワ
ご
と
奪
わ
れ
だ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
だ
留
守
に
金
品
を
持
ち
去
ら
れ
だ
り
と
い
つ
だ

被
害
が
増
え
る
の
も
十
二
月
で
す
。
本
村
で
も
、
か
な
り
の

家
で
、
ド
ロ
ボ
ウ
に
入
ら
れ
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
施

錠
と
共
に
、
心
の
戸
締
ま
り
も
忘
れ
す
に
、
楽
し
い
年
末
年

始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

＊
ド
ロ
ボ
ウ
は
ど
こ
か
ら
入
っ
た
か
。

〇
居
間
な
ど
の
窓
か
ら

3
5行

カ
ギ
か
け
忘
れ
1
6
0行

0

表
出
入
口
か
ら

2
6打

カ
ギ
か
け
忘
れ
1
3
1行

0

そ
の
他
の
出
入
口
か
ら
1
2
5行

カ
キ
か
け
忘
れ
ー
2
7打

＊
ド
ロ
ボ
ウ
を
防
ぐ
に
は

1

↓
窓
．

玄
関
．
勝
手
口
の
戸
締
り
を
厳
重

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
ド
ロ
ボ
ウ
の
多
い
月

1

↓

5
9年
中

は
1
0ー

1
2月
で
し
た
。

＊
外
出
す
る
と
き
は
|
|
↓
隣
り
近
所

に
一
声
か
け
て
。

＊
見
か
け
な
い
自
動
車
の
駐
車
や
、

不
審
な
人
の
立
回
り
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
＿
一
0
番
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ロ
ボ
ウ
防
止

チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト

カギかけは家族みんなの合言葉
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＊
期
日
1
1
6
1
年
1

月
1
1
日
1
1
2
日

＊
場
所
1
1
県
立
妙
義
少
年
自
然
の
家

＊
対
象
者
1
1
県
内
に
在
住
す
る
親
と

子
（
小
・
中
学
校
児
童
•
生
徒
）

＊
費
用
1
1
一
人18
0
0

円

＊
内
容
1
1
竹
馬
作
り
・
ど
ん
ど
焼
等

＊
申
込
方
法
1
1
返
信
用
封
筒
に
6
0
円

切
手
を
は
り
、
〒
3
7
9
1
0
2

甘
楽
郡

妙
義
町
諸
戸
1
1
0
6

「
県
立
妙

義
少
年
自
然
の
家
」
6
0
2
7
4

7
3

ー

2
1
0
1

へ

※
そ
の
他
詳
細
は
、
自
然
の
家
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
で
楽
し
む

「
ど
ん
ど
焼
き
」
に
参
加
し
て
は
I

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
「
国
の
進
学

ロ
ー
ン
」
と
し
て
次
の
と
お
り
進
学

資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
と
く
に

貸
出
利
率
が
大
幅
に
引
き
下
げ
と
な

っ
た
ほ
か
、
保
証
基
金
制
度
（
保
証

人
は
不
要
で
す
）
の
充
実
な
ど
、
よ

▼
募
集
人
員
1
1
3
0
人

▼
修
業
年
限
1
1
3
年

6
1年
度
高
等
看
護

学
院
生
募
集

の
融
資
を

国⑤曰凹

：亨 ク̀ 
り
一
層
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

▼
融
資
額
1
1
一
進
学
者
あ
た
り
五
十

万
円
以
内

▼
利
率
1
1
年
七
·
O
パ
ー
セ
ン
ト

▼
返
済
期
間
1
1
進
学
す
る
学
校
の
修

業
年
限
以
内
（
最
長
四
年
）

▼
保
証
人
1
1
一
人
以
上

▼
取
扱
期
間
1
1
6
1
年
4
月
末
日

※
く
わ
し
く
は
、
前
橋
市
本
町
1
\

6
ー
1
9
国
民
金
融
公
唐
前
橋
支
店

(
6
0
2
7
2ー
2
3i
7
3
1
1
)へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
と
お
り
人
権
相
談
が
開
催
さ

特
設
人
権
相
談
開
設

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

6
1年
度

訓
練
生
募
集

▼
試
験
期
日
1
1
6
1
年
2

月
3
.
4

日

▼
試
験
場
所
1
1
看
護
学
院
講
堂

▼
試
験
1
1
学
科
、
面
接
‘
健
康
診
断

▼
応
募
資
格
1
1
高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
見
込
み
の
女
子
で
矯
正
視
力
闘

以
上

▼
願
書
受
付
1
1
6
1
年

1

月
6
日
ー

1

月
1
8
日
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
出
願
書
類
1
1
入
学
願
書
、
身
上
調

査
書
‘
健
康
診
断
書
（
以
上
学
院

所
定
用
紙
）
・
戸
籍
抄
本
•
最
終
学

校
の
調
査
書
・
写
真
3
枚

※
く
わ
し
く
は
、
館
林
高
等
看
護
学

院
（
館
林
市
大
字
成
島
2
6
2
ー

1
6
0

2
7
6

ー

3

ー

7
1
7
5
)

へ

7
 

館
林
職
業
訓
練
校
で
は
昭
和
6
1
年

度
の
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

0

機
械
製
図
科
3
0
名

0

機
械
科
3
0
名

〇
板
金
科
2
0
名

0

自
動
車
整
備
科
3
0
名

〇
受
付
期
間
1
2
月1
日

1

昭
和
6
1

年
1

月

1
6日

※
く
わ
し
く
は
、
館
林
訓
練
校
(
6

7
2
1
0
2
2
9
)へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

教
室

健
診

郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
受
付
を

1
2
月
1
5
日
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。

1
2
月
2
0
日
頃
ま
で
に
出
さ
な
い
と
元

旦
配
達
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
年
あ
て
名
が
不
完
全
な

た
め
配
達
で
き
な
い
年
賀
状
が
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
は
っ
き
り
と

書
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

年
賀
状
は

1
5日
か
ら

れ
ま
す
。
①
隣
近
所
の
あ
ら
そ
い
。

②
家
庭
の
な
や
み
。
③
不
当
な
差
別

④
騒
音
・
悪
臭
な
ど
の
公
害
な
ど
で

お
こ
ま
り
の
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
相
談
に
は
法
務
局
の
専

門
担
当
官
及
び
、
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
て
く
れ
ま
す
。

＊
日
時
1
2
月
1
6
日
同
午
前
1
0
時

！
午
後
3
時
ま
で

＊
場
所
役
場
第
三
会
議
室

農
業
所
得
の

雇
人
料
控
除
を

「
私
製
は
が
き
」
を
年
賀
状
と
す
る
場

合
は
、
表
面
に
必
ず
「
年
賀
」
と
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
表
示
が

な
い
と
、
一
般
郵
便
物
と
し
て
処
理

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

年
が
明
け
ま
す
と
例
年
の
こ
と
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金
の
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
の
事
前
準
備
と
し
て
、
昭
和
6
0

年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は
、

1
2
月
末
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
領

収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

し
ま
す
と
、
標
準
外
経
費
と
し
て
差

し
引
く
事
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
に
は
作
業
名
、
作

業
日
数
、
単
価
‘
支
払
金
額
（
現
物

給
与
も
含
む
）
受
取
人
の
住
所
、
氏

名
な
ど
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
役
場
税
務

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◎
高
血
圧
教
室

＊
期
日
1
2
月
1
8
日
因

＊
対
象
者
一
般
村
民

◎
乳
幼
児
健
診

＊
期
日
1
2
月
2
0
日
⑤

＊
持
ち
も
の
母
子
手
帳

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付

は
午
後
1

時
ー
1

時
3
0
分
ま
で
で
す
。
最低賃金は
守られていますか

本県の場合は

日額 3,386 円

時給 424円

問い合わせは群馬労働基準局

合0272-31-4516ヘ

県
で
は
、
毎
年
十
二
月
を
「
年
末

正
量
取
引
強
調
月
間
」
と
定
め
、
市

町
村
の
協
力
の
も
と
に
、
商
店
は
も

ち
ろ
ん
、
一
般
家
庭
の
皆
さ
ん
に
も

「
正
し
い
計
量
で
売
買
」
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

暖
房
用
燃
料
と
し
て
灯
油
な
ど
を

販
売
す
る
場
合
、
計
量
法
で
は
正
確

に
計
っ
て
売
る
こ
と
を
義
務
づ
け
‘

計
量
器
は
検
定
に
合
格
し
、
そ
の
有

効
期
間
内
で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

計
量
器
の
合
格
印
や
有
効
期
間
を

確
認
し
て
購
入
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

売
買
は

正
し
い
計
量
で
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第
7

回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

＊
期
日

1
1
6
1
年
1

月

1
9日

＊
対
象
者
1
1

小
・
中
学
生
、
一
般

＊
部
門
及
び
距
離

0

小
学
生

1
.
2

年
―

.
o
k
m

0
1
1
3
.
4

年
一
・
ニ

k
m

0
1
1
5
.
6

年
一
・
五
k
m

0

中
学
生
（
男
）
五
．

o
k
m

0
1
1

（
女
）
三
．
o
k
m

0

一
般
（
高
校
以
上
）
五
·
0
k
m

〇
壮
年

(
3
0歳以
上
）
三
．
o
k
m

0

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦

1

チ
ー
ム
五
名
に
よ
る
団
体
戦

一
般
（
男
）
三
·
0
k
m

〇
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
）

一
般
（
男
女
）
三
．
o
k
m

※
申
込
み
は
認
月
2
5日
ま
で
に
社

会
体
育
館

(
6
8
4
i

4
6
2
6
)

ヘ 新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

出
場
者
募
集

ス
キ
ー
バ
ス

参
加
者
募
集

` ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
て
は

⑪
含
⑮
鴛
）
詞
）

＠
受
◎
国
儲
）

か
ら
伝
言

中
央
公
民
館
、
社
会
体
育

館
は
、
認
月
2
8日
か
ら
来
年

1

月
4

日
ま
で
休
館
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
期
日

1

月

3
1日
＼

2

月
2

日

＊
会
場
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

＊
募
集
人
員

3
0名

＊
参
加
費
用
一
万
六
千
円

※
申
込
み
は
1

月

1
4日
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

＊
期
日

1

月

1
5日
困

＊
場
所
尾
瀬
岩
鞍
ス
キ
ー
場

＊
募
集
人
員

5
5名

＊
費
用
五
、

0
0
0
円

※
申
し
込
み
は
1

月
7

日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

年
末
年
始

休
館
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
役
場
業
務

役
場
の
一
般
業
務
は
、
認
月
2
9

日
か
ら
来
年
1

月
3

日
ま
で
、
年

末
年
始
の
休
み
と
な
り
ま
す
。
届

出
や
手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
、
出

生
届
の
業
務
に
つ
い
て
は
平
常
ど

お
り
で
す
。

年
末
の
ご
み
の
収
集
は
、
1
2月

2
8日
か
最
終
と
な
り
、
年
始
は
1

月
4

日
か
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

館
林
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
、

年
始
の
業
務
は
、
1
2月
2
9日
か
ら

来
年
1

月
5

日
ま
で
休
み
と
な
り

ま
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
員

募
臭

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
歓
迎

し
ま
す
。

現
在
会
員
数
男
女
合
わ
せ
て
2
0

名
‘
親
切
‘
丁
寧
に
指
導
に
あ
た

り
ま
す
。

さ
あ
I

．
い
ま
す
ぐ
申
込
み
を

圏
申
込
み
問
い
合
わ
せ
は
社
会
体

育
館
へ

く
み
と
り
業
務
は

1
2月

2
8日
が
最
終

村 の う ご き

一―
鼻

一・全. ｷ-= , 

12 月
10 日 糖尿病予防教圭

合同弄学級

歳末慰問（村内）

サケの卵配布

人権、行政心配ごと相談（特設）

農業委員会

母親学級

歳末慰問（施設入居者）

村議会定例会

乳幼児健診

防犯委員会打合会議

28 日 歳末警戒(31 日まで）。御用納め

61 年 1 月
4 日 御用始め

12 日

13 日

15 日

16 日

17 日

18 日

20 日

21 日

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
員
募
集

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

農
業
委
員
会
委
員
の

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
で
作
成
さ

れ
ま
す
。
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、

一
月
十
日
ま
で
に
必
ず
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
選
挙
権
を
有
す
る
方
村
内
に
住

所
が
あ
り
、
昭
和
6
1年
3

月

3
1日

現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で
1
0ア
ー

ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

方
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者
や
同
居

の
親
族
で
、
年
間
6
0日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
方

＊
登
録
申
請
登
録
申
請
書
は
、
各

地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
項
を
記

載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

村
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
建
設
課
水
道

係

(
6
8
4
1
3
1
1
1
内
線
5
7
)へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

璧
渡
邊
あ
さ

須
藤
し
ん

吉
田
政
子

吉
田
勝
雄

金
子
浅
次
郎

鈴
木
な
っ

根
岸
麒
一

長
谷
川
澄
江

増
田
喜
代
子

竹
井
阿
き

須
藤
重
吉

氏

名

世
帯
主

年
令
死
亡
月
日

(
)
は
新

9
0
周
蔵
矢
島

1
0月
3
1日

7
8
勇
太
郎
矢
島

1
1月
7

日

6
0
益
造
梅
原

1
1
月8
日

7
9
（
修
一
）
新
里

1
1
月9日

7
2
（
み
よ
）
入
ケ
谷
1
1
月1
3日

8
2
文
子
南
大
島

1
1
月1
4日

7
7
一
店
佐
矢
島

1
1
月1
5日

7
0
徳
治
千
津
井

1
1
月1
6日

5
7
良
雄
新
里

1
1
月1
9日

8
5
建
二
新
里

1
1
月2
1日

7
9
（
正
雄
）
江
口

1
1月
3
0日

死
亡

地
区

出
生

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

小
林
沙
友
里
勉
長
女
千
津
井

1
0月
2
8日

酒
井
麻
理
加
澄
男
二
女
上
江
黒

1
0月
3
0日

折
原
優
子
義
範
長
女
中
谷

1
0月
3
0日

野
本
幹
弥
勝
利
長
男
千
津
井

1
1
月
3日

岩
本
麻
美
茂
長
女
大
輪

1
1
月6
日

丸
山
美
奈
子
一
雄
二
女
千
津
井

1
1
月7
日

藤
野
里
美
泰
博
二
女
川
俣

1
1
月1
3日

柿
沼
恵
理
子
十
四
男
長
女
田
島

1
1
月
1
8
日

西
郡
勇
樹
孝
夫
長
男
中
谷

1
1
月
1
8
日

小
磯
健
一
伸
二
長
男
南
大
島

1
1
月1
9日

泉
田
輝
守
長
男
矢
島

1
1月
1
9日

厄

ぁ
？
‘
二
己

r
,、9、
太
く
れ
升
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11 月の

e 
っ·ク己

：救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 4 件
•その他 4 件
●計 12件

: 館林邑楽地区 館•.；林地区 明邑千和楽代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

12月 15 日
浜野医院大神医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 小西医院

てな合(88) 5 6 7 8 合 (62) 2 2 0 0 大島診療所合(77) 1503 合(72) 3 I 6 3 合(86) 2 2 6 I 
曜 かる

白沢医院川田耳鼻科医院 増田医院合(72) 1387 最上医院 増田医院 朽昇12 月 22 日 合(72) I 6 0 0 合(72) 3 3 I 4 堀越医院合(73)4151 合(74) 3 7 6 3 fl(82) 2 2 5 5 
当

田内医院合(72)3855 館 :{ 医院
12 月 29 日

落合医院原医院 竹越医院

ii 合(72) 3 I 6 0 fl(72) I 9 3 6 阿久津医院合(72)3315 ff(7 2 I I 2 合(84) 3 I 3 7 
番

須田医院合(72)0862 寺内医院
1 月 5 日

根岸医院川田医院 館林地区が いの
合(72) 3 2 6 2 合 (72) 3 7 2 4 多々良診療所合(72)3060 合(7 2) 3 0 3 I 担当します

゜電話で ー時ますま゚医

1 月 12 日
古屋（恒）医院後藤（康）医院 後藤康生医院合(72)3975 礫川堂医院 井上医院
ff0276(63)6161 合(72) 3 9 7 5 合(74) 0 I 8 4 合(82) I I 3 I でで

董
須
藤
勇
太
郎
さ
ん
（
矢
島
）
は
‘

亡
妻
の
供
養
に
と
二
万
円
を

〇
根
岸
一
磨
佐
さ
ん
（
矢
島
）
は
‘

亡
父
の
供
養
に
と
十
万
円
を

奎
金
予
滋
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）
は
‘
亡

父
の
供
養
に
と
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
本
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

奎
今
成
恵
三
郎
さ
ん
（
大
佐
貰
）
は
‘

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
の
際
の
運
営
資

金
の
一
部
で
二
万
円
相
当
の
石
油

ス
ト
ー
ブ
一
台
を
中
央
公
民
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
路
協
議

会
で
は
十
一
月
二
十
三
日
、
中
央
公

民
館
で
第
三
回
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
き

ま
し
た
。
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
多
く

の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
く

こ
と
か
で
き
ま
し
た
。
前
日
か
ら
会

明
和
村
梨
組
合
（
組
合
長1
1
島
田

定
次
郎
さ
ん
）
で
は
、
世
界
一
大
き

い
梨
と
評
判
の
新
し
い
品
種
「
秀
峯
」

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
心
な
‘
野
本
み
ね
子

さ
ん
1
1
千
津
井
（
福
祉
バ
サ
ー
会
場
に
て
）

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
展
示
品

の
搬
入
‘
価
格
づ
け
等
一
日
か
か
り

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
十
時

開
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
時
頃
か
ら

買
物
客
か
列
を
つ
く
り
整
理
券
を
配

る
ほ
ど
の
盛
況
ふ
り
で
し
た
。

シ
ー
—

ー
。

3
 

ねク／st
 

一
じ
す

ー\ ̀  
.
/
 シ̀
f 
、
国
ン

泄界一のジャンボ梨

新品種「秀峯」収穫

明和村梨組合

二
年
前
、
当
組
合
で
栃
木
県
真
岡

市
の
農
家
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
梨
の
新
品

種
を
開
発
し
た
こ
と
を
聞
い
て
、
さ

っ
そ
く
視
察
し
て
苗
木
を
導
入
。
苗

一
時
間
足
ら
ず
で
大
部
分
か
売
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
会

員
の
こ
苦
労
や
村
民
各
位
の
こ
厚

情
の
た
ま
も
の
と
存
じ
ま
す

私
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
た
の
は
‘
主
人
の
仕
事
の
都
合

で
村
を
二
十
一
年
間
離
れ
帰
っ
て

来
た
時
‘
浦
島
太
郎
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
周
囲
の
様
子
か
全
く
わ
か

ら
ず
‘
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ょ
う
か

と
不
安
で
し
た
。
そ
ん
な
時
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
か
発
足
し
た
の
で

す
。
さ
っ
そ
く
入
会
し
交
流
に
努

め
た
の
で
す
。
お
蔭
で
不
安
も
解

消
、
い
つ
し
か
楽
し
さ
も
感
し
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
身
体
の
ゆ
る
す
限
り
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
は
一
本
一
万
円
以
上
。
現
在
七
戸

か
栽
培
し
て
い
ま
す
。
方
法
は
従
来

の
台
木
に
接
木
す
る
も
の
で
‘
特
別

に
高
度
な
栽
培
技
術
を
要
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
こ
と
。

こ
の
日
‘
収
穫
し
た
梨
は
周
囲
か

四
八
·
六
丑
『
重
さ
一
・
八
k
g
と
普
通
の

梨
の
約
五
倍
。
完
熟
す
る
と
三
k
g
以

上
に
も
な
り
‘
ま
さ
し
く
ジ
ャ
ン
ボ
。

小
玉
の
ス
イ
カ
は
ど
て
す
。
味
覚
も

糖
度
―
ニ
・
五
（
完
熟
時
に
は
一
六

度
以
上
）
、
水
分
も
多
く
舌
さ
わ
り

も
良
く
‘
幸
水
、
豊
水
、
二
十
世
紀

に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
品
質
だ
と
関

係
者
は
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
‘
は
か
の
梨
と
ち
か
っ
て
収

穫
後
、
タ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
箱
詰
め

し
て
お
け
ば
室
内
で
も
保
存
可
能
で
、

お
正
月
は
勿
論
の
こ
と
‘
五
月
こ
ろ

ま
で
食
べ
ら
れ
る
の
か
大
き
な
特
長

で
す
。
当
組
合
で
は
‘
贈
答
用
な
ど

に
と
ー
、
「
明
和
梨
」
の
目
王
商
品

に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ジャンボ梨と普通の梨を
比べる高瀬條太郎さん（田島梨組合長）

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

含
人
権
、
行
政
‘
心
配
ご
と
相
談

0

日
時
認
月

1
6日
午
前

1
0

時
＼
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
役
場
第
三
会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

0

日
時
認
月

1
9日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時

6
1年
1

月
9

日
午
前

1
0時
＼
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
各
種
の
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

0

日
時

1
2月
1
9日
受
付
は

午
前
9

時
3
0分
＼
l
o

時
3
0分
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

食
乳
幼
児
健
診
（
1

月
8

日
）

＊
妊
婦
健
診

(
1
2
月

1
9日
）

い
す
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午

後
1

時
i
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
村
園
民
税

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
四
期
、

国
民
年
金
五
期
、
水
道
料
で
す
。

2
4日
明
和
農
協
第
一

2
5日
東
部
児
童
館

2
6日
役
場
税
務
課
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,~ 

年賀状は虚礼だから自粛しようという時に、年賀状の話でもないが、私は版画の手作り賀状を、も
ぅ同年となく使用している。岳年拙作で満足な作品はできないが、彫り上つて試し刷りする時の気持
は何とも言えない。幾人かの版画交換の友人がいるので、つい彫るのだが「会年はどんな版画か見る
のが楽しみです」「指導資料に使っている」「賀状の中に力強く生きている姿が見えるようだ」など、賀
状を通していろいろな批評をいだだくので、合年も彫れてよかつだなと思う。版画は健康でないと無
理なので、私の賀状は、元気な体調を先様に知つていだだくことにもなる。

版画・多田則夫さん（上江黒）の力作
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業
等
予
定
事
業
を
堅
実
に
執
行
す
る

こ
と
か
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
は
本
村
に
と
り
ま
し

て
、
合
併
以
来
三
0
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
記
念
事
業
と

し
て
昭
和
五
十
五
年
よ
り
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
、
「
明
和
村
誌
」
が
昨

年
十
二
月
に
完
成
。
更
に
、
本
村
三

0
周
年
の
足
跡
（
歩
み
）
を
綴
っ
た

経
済
の
活
性
化
と
潤
い
の
あ
る
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
二
十
一
世
紀
に
向

か
っ
て
飛
躍
す
る
甚
翌
づ
く
り
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
は
‘
村
の
第
三
次
総
合
計
画

策
定
の
年
で
あ
り
、
従
来
の
実
績
と

経
過
を
踏
ま
え
、
村
民
皆
様
の
英
知

を
結
集
し
、
又
、
一
体
と
な
っ
て
新

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
村
づ
く
り
を
進

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
昭
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

゜

和
六
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
次
に
村
の
行
財
政
改
革
に
つ
き
ま

す
昨
年
中
は
村
政
の
各
分
野
に
一
し
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
策
定
し
た

方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
頂
き
‘
本
村
の
「
明
和
村
行
政
改
革
大
綱
」
を
基
本

振
興
、
発
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
す
と
し
て
忠
実
に
実
行
し
て
ま
い
る
所

こ
と
か
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
村
民
存
で
あ
り
ま
す
。
公
共
事
業
並
び
に

各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
の
購
物
と
心
補
助
金
、
負
担
金
の
削
滅
、
財
政
負

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
担
の
肩
代
り
等
、

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
一
―
十
一
冊
g
幻

2本
J
匡5
口
土
ー
）
た
地
方
財
政
も
益
々

と
お
り
昭
和
四
十
八
年
の
石
厳
し
い
環
境
下
に「
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
」

油
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
、
国
の
あ
り
ま
す
か
、
二

財
政
も
地
方
財
政
も
年
々
窮
サ
ぃ
づ
／
ヽ
9

た
J
日
口
詣
~
ー
）
て
＋
一
世
紀
を
展
望

迫
の
一
途
を
た
ど
り
、
現
在
‘
し
た
「
ゆ
と
り
と

国
の
財
政
は
特
に
深
刻
な
状
態
で
あ
「
合
併
3
0
周
年
記
念
村
勢
要
覧
」
も
潤
い
の
あ
る
」
安
全
且
つ
‘
快
適
な

り
行
政
改
革
、
財
政
再
建
と
い
う
緊
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
村
づ
く
り
の
た
め
皆
様
の
英
知
を
結

縮
型
の
財
政
運
営
は
、
正
に
至
上
命
村
民
等
し
く
待
望
久
し
か
っ
た
県
立
集
し
、
創
意
と
工
夫
を
以
っ
て
村
政

令
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
館
林
商
工
高
等
学
校
か
、
ハ
イ
テ
ク
の
執
行
に
当
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
地
方
財
政
も
誠
に
厳
し
ぃ
時
代
に
対
応
す
る
「
先
端
」
教
育
を
な
に
と
ぞ
、
今
年
も
旧
に
倍
し
ま

環
境
下
に
於
か
れ
て
い
ま
す
か
、
本
目
指
し
て
、
昨
年
の
四
月
開
校
と
な
し
て
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

村
は
、
幸
い
に
し
て
本
村
議
会
を
始
め
‘
り
地
域
の
教
育
面
で
一
段
と
充
実
し
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
村
民
皆
様

村
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し

力
に
よ
り
ま
し
て
国
‘
県
の
補
助
事
で
あ
り
ま
す
。
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

業
を
は
じ
め
‘
村
道
の
改
良
‘
舗
装
‘
い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
も
余
す
と
い
た
し
ま
す
。

排
水
路
の
改
修
、
そ
の
他
産
業
の
振
こ
ろ
僅
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は

興
、
教
育
、
文
化
、
社
会
体
育
‘
防
災
事
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
地
域

明和村長

奈良 丑松

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

土
木
費
五
千
万
円
追
加

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
な
ら
っ
て
の
条

例
改
正
で
す
。
一
般
職
員
の
給
与
を

昨
年
の
七
月
に
そ
及
し
て
平
均
五
・

七
四
行
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
、
こ
の

改
定
に
よ
り
改
定
後
の
初
任
給
は
、

高
校
卒
で
九
万
八
千
六
百
円
、
短
大

卒
で
十
万
五
千
二
百
円
、
大
学
卒
で

十
一
万
三
千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

12月定例村議会風景

給
与
改
定
案
件
な
ど
可
決

第
4

回
村
議
会
定
例
会

昭
和
六
十
年
第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
十
二
月
二

十
日
（
会
期
一
日
）
開
会
さ
れ
、
村
長
提
出
議
案
七

件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
陳
情
一
件
が
審
議
さ
れ
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
四
議
員
か
ら
一
般
質
問

が
行
わ
れ
村
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。
（
な
お
、
一

般
質
問
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
。

れ
ぞ
れ
八
‘
三
六
五
万
五
千
円
を
追

加
し
て
総
額
を
二
二
億
九
‘
八
四
七

万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。

含
補
正
の
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

0

村
税
（
村
民
税
）
…
…

…
…
-
、
1
0
九
万
六
千
円

0

国
庫
支
出
金
（
土
木
費
国
嘩
補
助

金
）
…
…
…
…
…
…
六
六
0
万
円

0

県
支
出
金
（
農
業
水
産
業
費
補
助

金
な
ど
）
…
五
‘
七
五
八
万
四
千
円

〇
財
産
収
入
（
利
子
及
び
配
当
金
な

ど
）
一
三
二
万
四
千
円

上
程
さ
れ
だ
議
案

0

村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

0

昭
和
6
0
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

0

昭
和
6
0
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

0

昭
和
6
0
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

0

昭
和
6
0
年
度
農
業
共
済
事
業

会
計
補
正
予
算

0

工
事
請
負
契
約
の
締
結

0

村
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

〇
繰
越
金
（
前
年
度
繰
越
金
）

五
0
五
万
一
千
円

0

村
債
（
土
木
債
）
…
二
0
0
万
円

〔
歳
出
〕

0

議
会
費
（
給
与
改
定
及
び
人
事
異

動
に
伴
う
職
員
給
与
等
の
人
件
費
の

減
額
）
…
…
△
-
四
万
円

0

総
務
費
（
給
与
改
定
及
び
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
な
ど
）

…
…
…
三
0
九
万
五
千
円
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堀日 正

/
0

民
生
費
（
給
与
改
定
等
に
よ
る
人

件
費
な
ど
）
…
…
二
九
一
万
円

〇
衛
生
費
（
給
与
改
定
及
び
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
な
ど
で
滅
額
）

…
…
…
△
二
五
七
万
円

〇
農
林
水
産
業
費
（
農
道
整
備
等
）

…
…
…
二
、
五
九
二
万
八
千
円

〇
商
工
費
（
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
な
ど
で
減
額
…
△
三
六
五
万
円

0

土
木
費
（
高
校
周
辺
道
路
補
修
費

な
ど
）
…
…
五
‘
四
四
一
万
一
千
円

〇
消
防
費
（
館
林
地
区
消
防
組
合
負

担
金
追
加
）
六
七
万
七
千
円

0

教
育
費
（
給
与
改
定
及
び
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
な
ど
）

…
…
…
一
六
七
万
円

村
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
六
十

一
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か

に
御
迎
え
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら

御
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
も
ま
た
多
く
の
重
大
事
件

か
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
ま
し
た
か
、

中
で
も
日
航
機
の
墜
落
は
航
空
機

事
故
史
上
最
悪
の
も
の
で
し
た
。

村
職
員
の
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

〇
諸
支
出
金
（
土
地
開
発
基
金
へ
繰

出
金
追
加
）
…
…
一
三
二
万
四
千
円

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
勤
務
を
要
し
な
い
こ
と
を
制
度

上
明
確
に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

ま
た
‘
併
せ
て
十
二
月
二
十
九
日

か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で
の
特
別
休

暇
を
国
民
の
祝
日
と
同
じ
扱
い
と
す

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

ま
た
中
核
派
に
よ
る
同
時
多
発
ゲ
リ

ラ
は
国
電
の
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
、
大

衆
に
多
大
の
迷
惑
を
及
ぼ
す
許
し
難

き
行
為
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
米
の

収
穫
は
台
風
の
被
害
も
な
く
、
二
年

続
き
の
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。
し

こ
ん
な
世
情
の
中
で
我
か
明
和
村

に
は
近
代
的
設
備
を
誇
る
館
林
商
工

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出

国
民
健
康
保
険
会
計

3
8万
3
千
円
を
追
加

南
大
島
地
内
七
軒
地
区
水
路
改
良

工
事
（
第
一
工
区
）
は
、
指
名
業
者

六
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

最
低
入
札
価
格
三
千
百
万
円
で
栗
原

建
設
籾
に
落
札
決
定
し
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

高
等
学
校
が
設
立
開
校
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
東
小
学
校
の
校
庭
も
整
備

さ
れ
、
教
育
、
文
化
面
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
水
道
事
業
に
お
い
て

は
、
第
四
水
源
池
の
完
成
と
同
時
に

第
一
水
源
池
の
加
圧
機
能
も
改
善

さ
れ
、
平
均
し
た
水
圧
で
快
適
な

生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
道
路
、
用
排
水
の
整
備
も

着
々
と
進
み
、
産
業
の
振
興
、
福
祉

の
向
上
も
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
村
民
の
深
い
御
理
解

の
賜
物
で
あ
り
、
私
達
議
員
一
同
は
、

皆
様
方
に
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
大
き
な
事
業
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
高
令
化
社
会
に
対

応
す
べ
く
老
人
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
補
助

工
事
請
負
契
約
締
結

南
大
島
地
内
水
路
工
事

そ
れ
ぞ
れ
三
八
万
三
千
円
を
追
加
し

て
総
額
を
三
億
九
‘
四
二
九
万
九
千

円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
の
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

〇
繰
越
金
（
前
年
度
か
ら
の
も
の
）

三
八
万
三
千
円

〔
歳
出
〕

0

総
務
費
（
給
与
改
定
及
び
人
事
異
動

に
よ
る
人
件
費
減
額
）

…
…
…
△
一
三
万
四
千
円

0

保
険
給
付
費
（
葬
祭
費
）

…
…
三
二
万
円

〇
老
人
保
健
拠
出
金

…
…
…
一
九
万
七
千
円

金
の
獲
得
に
努
力
し
て
お
り
、
実

現
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
政
面
で
は
明
和
村
農
協
管
内

に
お
い
て
新
農
構
後
期
対
策
事
業

か
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
農

業
後
継
者
の
将
来
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す

ま
た
道
路
や
用
排
水
の
整
備
推

進
に
は
今
ま
で
以
上
に
力
を
注
ぎ

明
る
い
住
み
良
い
村
作
り
に
村
当

局
と
一
体
と
な
り
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
村
民
の
皆
様
の
絶
大
な

る
協
力
を
切
に
御
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
村
民
各
位
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
共
済
事
業
会
計

果
樹
被
害
の
た
め
補
正

収
益
的
支
出
の
補
正
で
職
員
の
給

与
改
定
に
伴
う
人
件
費
四
九
万
五
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
七
、
六
四

四
万
円
に
、
ま
た
、
資
本
的
支
出
で

は
、
新
里
地
内
の
県
道
路
盤
改
良
に

伴
う
水
道
管
移
設
工
事
分
、
六0
0

万
円
を
追
加
し
て
総
額
を
二
、
三
五

三
万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。
財
源
に

は
、
い
ず
れ
も
黒
字
予
算
か
組
ま
れ

て
い
る
分
が
充
当
と
な
り
ま
す
。

副
議
長
斎
藤
憲

議
員
島
田
誠
司

議
員
栗
原
利
夫

議
員
江
森
精
治

議
員
泉
田
公
一
郎

議
員
始
沢
三
郎

果
樹
（
ぶ
ど
う
）
か
、
台
風
祠
議
員
小
松
原
一
好

害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
の
で
果

樹
共
済
事
業
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
議
員
泉
田
和
作

一
三
二
万
二
千
円
を
補
正
。
財
源
は
‘
遵
雪
貝
山
_
杜
い
半
ル
雄
i

議
員
小
平
喜
章

国
再
保
険
金
等
を
充
当
。

ま
た
、
業
務
勘
定
で
収
益
的
収
入

及
び
支
出
の
予
定
額
を
二
二
万
九
千
、
遵
叩

0
貝
右
い
社
い
車
加
甲
力

円
追
加
し
て
総
額
を
二
、
五
一
七
万
（
氏
名
は
議
席
順
）

九
千
円
に
。
こ
れ
は
、
給
与
改
定
に

よ
る
も
の
で
財
源
に
は
業
務
引
当
金

を
充
当
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

六
四
九
万
余
円
追
加

※
本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

年6
 

決
）新

年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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行
政
運
営
の
基
本
原
則
に
沿
っ
て
、
「
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
本

村
が
最
も
追
求
す
る
行
政
運
営
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
も
独
自
に
行
政
の
改
善
、
近
代
化
等

に
取
り
組
ん
で
き
た
本
村
で
す
が
更
に
、
充

実
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
行
政
改

革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
行
政
改
革
懇
談
会

（
民
間
有
識
者
に
よ
る
委
員
十
名
）
の
意
見
を

尊
重
し
て
、
「
明
和
村
行
政
改
革
大
鋼
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
を
基
に
今
年
度
か
ら
六
十
二
年

度
ま
で
の
概
ね
三
年
間
に
お
い
て
行
政
改
革

が
推
進
さ
れ
ま
す
。

大
綱
の
全
文
は
四
ー
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各層の意見を聞〈行革懇談会，,,,,,
---------------------------------------------

m
行
政
改
革
の

必
要
性

本
村
は
、
「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
」
と
い
う
行
政
運

営
の
基
本
原
則
に
沿
っ
て
行
政
運
営

に
あ
た
っ
て
き
た
か
、
近
年
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、
か
つ

て
の
よ
う
な
歳
入
の
伸
び
は
期
待
で

き
な
く
な
る
一
方
、
公
債
費
を
中
心

と
し
た
義
務
的
経
費
は
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
今
後
の
財
政
運
営
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
か
予

測
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
財
政
事
情
に
加

え
、
高
齢
化
社
会
及
び
高
度
情
報
化

社
会
へ
の
移
行
、
急
速
な
技
術
革
新

の
進
展
等
は
村
内
産
業
経
済
や
村
民

生
活
の
態
様
等
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
つ
つ
あ
り
‘
こ
れ
に
伴
い
村

民
の
村
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
ま

す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
時
代
を
迎

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
活
力

あ
る
郷
土
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
福

（
昭
和
6
0年
1
2月

5

日
策
定
）

固
屯
ギ
祖
＃
ぞ
芯

本
村
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
今

日
ま
で
郷
土
に
密
着
し
た
真
の
行
政

③
行
政
改
革
大
綱

の
策
定
の
趣
旨

本
村
に
お
い
て
は
、
昭
和
3
3
年
に

課
設
置
条
例
の
整
備
を
行
い
昭
和
3
9

年
に
は
、
事
務
機
構
の
大
幅
な
改
善

を
図
る
な
ど
早
く
か
ら
行
政
改
革
に

取
組
ん
で
き
た
。
昭
和
4
4年
に
は
、

村
議
会
議
員
の
法
定
数
2
2
人
を
1
8
人

に
、
ま
た
昭
和
5
8年
に
は
、
さ
ら
に
6

人
減
員
し
議
員
定
数
を
1
2人
に
定
め

る
な
ど
県
下
に
類
の
な
い
改
革
を
図

っ
た
ほ
か
、
昭
和
3
4
年
か
ら
行
政
の

広
域
化
の
た
め
一
部
事
務
組
合
の
結

成
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
努
力
し

て
き
た
。
ま
た
、
昭
和
4
2
年
の
住
民

税
の
電
算
委
託
を
皮
切
り
に
、
年
々

電
算
委
託
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

近
代
事
務
機
の
導
入
や
公
共
施
設
管

理
の
民
間
委
託
及
び
パ
ー
ト
化
な
ど

に
よ
り
職
員
定
数
管
理
の
適
正
化
、

組
織
機
構
の
合
理
化
等
に
努
め
、
行

財
政
運
営
の
効
率
化
、
合
理
化
を
図

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
村
行
政
改
革
の

経
緯

祉
の
一
層
の
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、

村
行
財
政
全
般
を
改
め
て
見
直
し
、

今
ま
で
以
上
に
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
新
し
い
時
代
に
即
応
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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ワープロ導入て事務の合理化を推進

事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

本
村
設
立
以
来
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
を
加
え
、
整
理
統
廃
合
を
実
施

し
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て

き
た
が
、
今
後
に
お
い
て
も
行
政
の

果
す
べ
き
役
割
、
受
益
と
負
担
、
行

政
効
率
等
に
つ
い
て
、
引
続
き
見
直

し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補

m
事
務
事
業

の
見
直
し

置
事
項

本
村
の
行
政
改
革
は
、
村
の
行
財

政
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
経
済
情

田
行
政
改
革
の
目
標

運
営
の
あ
り
方
を
追
求
し
独
自
の
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
か
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
行
政
改
革

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
国
、

県
の
行
革
大
綱
策
定
要
請
を
―
つ
の

機
会
と
し
て
、
今
後
と
も
引
き
続
き

行
政
改
革
を
推
し
進
め
る
立
場
か
ら

本
村
に
お
け
る
行
政
改
革
の
指
針
と

す
る
た
め
本
大
綱
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
行
政
改
革
の
推
進

勢
を
踏
ま
え
‘
将
来
の
村
行
政
の
あ

る
べ
き
方
向
を
予
測
し
つ
つ
村
民
の

ニ
ー
ズ
を
敏
速
‘
的
確
に
把
握
し
、

民
間
活
力
の
導
入
に
も
留
意
し
つ
つ

効
率
的
‘
効
果
的
に
行
財
政
運
営
を

行
い
、
活
力
に
満
ち
た
明
和
村
を
創

造
し
う
る
体
制
整
備
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

こ
の
大
綱
に
盛
ら
れ
た
行
政
改
革

課
題
の
具
体
的
な
実
施
は
、
お
お
む

ね
、
3

カ
年
を
目
途
と
し
、
村
行
政

改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
検
討
を
行

い
、
村
行
政
改
革
懇
談
会
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
‘
議
会
と
連
携
し
つ

つ
全
庁
か
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
と

と
も
に
、
村
民
を
は
じ
め
関
係
方
面

の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
推
進
す
る

も
の
と
す
る
。

助
事
業
の
目
的
を
達
し
た
も
の
の
廃
止

類
似
補
助
金
、
少
額
零
細
補
助
金
の

整
理
統
合
及
び
終
期
の
設
定
や
、
各

種
団
体
等
の
運
営
補
助
に
対
し
て
は
、

自
主
性
、
自
立
性
を
尊
重
し
、
整
理

合
理
化
に
努
め
る
。

昭
和
3
9
年
に
行
政
需
要
の
増
大
等

に
伴
う
事
務
機
構
の
大
幅
な
改
革
を

実
施
し
、
現
在
の
基
礎
と
な
る
課
設

置
条
例
を
整
備
し
た
。

そ
の
後
数
次
に
わ
た
る
機
構
の
改

善
を
重
ね
て
き
た
か
‘
今
後
と
も
各
種

審
議
会
や
委
員
会
等
を
も
含
め
組
織

機
構
等
の
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
合

理
化
、
効
率
化
に
努
め
る
。

ま
た
、
農
業
共
済
事
業
の
広
域
的

組
織
化
に
よ
る
処
理
を
推
進
す
る
。

5
組
織
、
機
構
の

簡
素
合
理
化

④
定
員
管
理
の
逸
正
化

本
村
職
員
の
給
与
は
適
正
な
人
事

管
理
‘
給
与
管
理
の
も
と
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
今
後
に
お
い
て
も
国
、

県
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
等
と
の

均
衡
を
考
慮
し
さ
ら
に
一
層
適
正
な

給
与
管
理
を
行
う
と
と
も
に
勧
奨
退

職
制
度
や
特
殊
勤
務
手
当
等
の
見
直

し
を
行
い
適
正
化
に
努
め
る
。

近
年
の
事
務
事
業
量
及
び
施
設
等

の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘
本
村
の

職
員
定
数
は
昭
和
5
2
年
以
降1
2
3
人
の

ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
々
実
施
し

て
き
た
電
算
委
託
化
や
近
代
事
務
機

の
導
入
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
、
事

務
処
理
改
善
の
成
果
で
も
あ
る
。

今
後
は
、
多
種
多
様
化
す
ゐ
行
政

⑤
給
与
の
適
性
化

会
館
等
公
共
施
設
の
新
設
は
、
必

要
最
小
限
度
に
と
ど
め
、
既
存
施
設

の
多
角
的
有
効
利
用
を
図
る
。

⑤
会
館
等
公
共
施
設

の
設
置
及
び
管
理

の
合
理
化

民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
公
共
施
設
の
清
掃
、
警
備
や
保
守

管
理
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
導
入
し

て
き
た
が
、
今
後
と
も
一
層
推
進
に

努
め
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
。

ま
た
、
O
A

化
等
の
事
務
改
革
に

つ
い
て
は
、
昭
和
4
2
年
に
電
子
計
算

機
を
利
用
し
た
計
算
事
務
を
村
税
に

採
用
し
た
の
を
は
じ
め
‘
こ
れ
ま
で

に
逐
年
、
可
能
な
限
り
の
業
務
を
電

算
に
移
行
し
、
事
務
の
機
械
化
、
効

率
化
に
努
め
て
き
た
。
さ
ら
に
‘
近

代
的
な
事
務
機
を
近
年
積
極
的
に
取

入
れ
、
特
に
本
年
は
、
3

台
の
ワ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
導
入
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
0
A

機
器
を
導
入
し
事
務
の
合
理
化
と
と

も
に
高
度
情
報
化
に
備
え
た
い
。

⑤
民
間
委
託
、0
A

等

事
務
改
革
の
推
進

需
要
に
よ
り
、
さ
ら
に
事
務
量
等
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
か
、
事
務
処
理

方
式
の
改
善
、
0
A

機
器
の
導
入
、

民
間
委
託
及
び
職
員
研
修
の
積
極
的

な
実
施
に
よ
り
職
員
資
質
の
向
上
を

は
か
り
、
さ
ら
に
職
員
数
の
適
正
化

に
努
め
る
。
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冗
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
一
環
と
し

て
本
村
で
初
め
て
歩
け
歩
け
運
動
か

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
老
若
男
女

3
0
人
近
く
か
参
加
。
村
社
会
体
育
館

前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
梅
原
に
出
て
、

利
根
川
堤
防
沿
い
を
上
り
（
西
へ
）
利

根
川
総
合
運
動
場
が
折
返
し
点
、
往

復
8
k
mの
コ
ー
ス
。
み
な
さ
ん
‘
ち

よ
っ
ぴ
り
疲
れ
た
よ
う
す
で
し
た
か
、

快
い
汗
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

初
の
歩
け
歩
け
運
動

親子そろって

’’しめ飾り、、づくりを楽しむ

3
0
人
が
参
加

村
長
ら
独
り
暮
ら
し
宅
を
歳
末
慰
問

尤
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正

月
を
と
、
村
と
社
協
で
は
毎
年

こ
の
時
期
に
ひ
と
り
暮
ら
し
宅
な
ど

を
訪
問
し
て
慰
問
品
を
贈
り
激
励
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
村
長
、
助
役

ら
か
二
班
に
分
か
れ
9
6
戸
の
家
庭
を

慰
問
。
「
健
康
状
態
は
い
か
が
で
す

か
。
元
気
で
良
い
お
正
月
を
迎
え
て

く
だ
さ
い
」
と
の
激
励
に
「
お
か
げ

様
で
元
気
で
す
。
毎
年
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
い
た
だ
く
と

年
末
気
分
か
湧
い
て
き
ま
す
ね
ー
」

と
会
話
さ
れ
る
な
ど
歳
末
談
義
に
声

を
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

峯
村
内
の
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に

な
っ
て
、
お
正
月
に
は
欠
か
せ
な
い

”
し
め
飾
り
I
i
づ
く
り
に
挑
戦
。

”
し
め
飾
り
“
づ
く
り
に
か
け
て
は

経
験
豊
富
な
寿
学
級
の
お
年
寄
り
の

指
導
の
も
と
、
ワ
ラ
練
り
、
編
み
方

な
ど
イ
ロ
ハ
を
献
身
的
に
手
解
き
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
三
時
間
は
ど
で
一

人
一
ー
ニ
本
の
本
格
的
な
”
し
め
飾
りII

か
完
成
。
参
加
し
た
み
な
さ
ん
「
や

れ
ば
出
来
る
も
の
で
す
ね
ー
」
と
完

成
品
を
な
か
め
自
賛
し
て
い
ま
し
た
。

寒
風
を
切
っ
て

湘
中
央
幼
稚
園
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。

寒
風
を
切
っ
て
‘
け
な
げ
に
走
る
園

児
た
ち
。
ほ
っ
ぺ
を
真
赤
に
し
て
園

舎
の
周
囲
を
2

周
約
8
0
0
m
を
競
い
ま

し
た
。
先
生
か
ら
み
ん
な
＂
が
ん
ば

っ
た
で
賞
”
の
ご
褒
美
を
も
ら
い
二

コ
ニ
コ
顔
で
し
た
。

冗
気
に
走
る

「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
」

こ
の
ほ
ど
、
坂
上
長
吉
氏
（
故
人

〔中 谷〕

故
・
坂
上
長
吉
氏

叙
勲従

六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
・
根
岸
麒
一
氏

に
叙
勲
‘
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

坂
上
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
保

護
司
に
な
ら
れ
て
か
ら
逝
去
さ
れ
る

ま
で
三
十
五
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
‘

不
幸
に
し
て
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た

人
の
社
会
復
帰
に
真
剣
に
取
り
組
み

何
人
も
の
人
を
更
生
さ
せ
る
な
ど
、

地
域
社
会
の
浄
化
に
尽
く
さ
れ
ま
し

こ
。f
 更

に
、
村
議
会
議
員
二
期
（
八
年
）
、

村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
三
期
(
+

二
年
）
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴
任
し
、

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
で
す
。

〔矢

正
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

叙
勲

受
章
お
め
で
と
う

こ
の
ほ
ど
、
根
岸
麒
一
氏
（
故
人
）

に
叙
勲
‘
正
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
根
岸
さ
ん
は
、
昭

和
五
年
旧
東
京
市
山
伏
尋
常
小
学
校

訓
導
（
教
諭
）
を
皮
切
り
に
、
教
ベ

ん
を
と
り
、
終
戦
を
迎
え
た
昭
和
二

十
年
に
郷
里
に
近
い
館
林
北
小
学
校

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新

村
明
和
村
誕
生
後
の
昭
和
三
十
二
年

に
梅
島
小
学
校
の
教
頭
に
就
任
。

ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
本
村

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
三
期
十

二
年
に
わ
た
り
教
育
行
政
に
尽
く
さ

れ
る
な
ど
教
育
振
興
に
多
大
に
貢
献

さ
れ
た
方
で
す
。

た
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関
日
与
志
男
さ
ん
表
彰
一
[
[

□
]

矢
島
子
ど
も
会
表
彰
一
優
良
地
区
一

子
ど
も
会

こ
の
ほ
ど
、
村
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
関
口
与
志
男
さ
ん
（
江
口
子
ど

も
会
育
成
会
長
）
が
、
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
地

区
子
ど
も
会
育
成
会
役
員
に
就
任
以

来
、
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
、
発
展

に
努
め
、
更
に
、
温
厚
誠
実
で
信
望

受賞しだ関口さん

（江 ロ）

も
あ
り
、
現
在
、
村
子
ど
も
連
絡
協

議
会
長
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
良
き

理
解
者
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
献
身
的
な
功
績

が
実
り
今
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
優
良
地
域
子
ど
も
会
（
団

体
）
と
し
て
、
「
矢
島
子
ど
も
会
」

が
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
年
四
月
発
足
。
会
員
数

九
十
六
名
。
小
・
中
学
生
で
構
成
さ

れ
中
学
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
小
学

生
を
積
極
的
に
指
導
。
球
技
大
会
、

カ
ル
タ
大
会
、
キ
ャ
ン
プ
等
の
行
事

の
際
、
会
員
が
自
主
的
に
日
程
や
内

容
を
検
討
協
議
す
る
な
ど
充
実
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

明
和
村
誌
完
成

六
年
が
か
り
で
編
集

こ
の
ほ
ど
、
六
年
が
か
り
で
調
査

編
集
を
続
け
て
き
た
明
和
村
誌
が
完

成
し
ま
し
た
。
A
5

判
、
本
文
千
七

百
六
十
一
ペ
ー
ジ
。
布
製
ク
ロ
ー
ス

張
の
も
の
で
千
九
百
部
発
刊
（
予
約

制
）
。
一
部
三
千
五
百
円
。

村
の
自
然
、
原
始
古
代
、
中
世
、

近
世
、
現
代
ま
で
を
詳
細
に
収
録
し

て
あ
り
、
郷
土
の
歴
史
を
深
索
す
る

お正月気分を満喫

川俣子ども会らで、 もちつき大会

睾
川
俣
子
ど
も
会
で
も
ち
つ
き
大
会
。
キ
ネ

と
ウ
ス
を
使
っ
て
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
。
5
0

人
の
子
ど
も
が
交
替
で
3
0
k
g
の
モ
チ
米
を
つ
き

上
げ
ま
し
た
。
つ
き
上
っ
た
も
ち
は
、
父
兄
が

用
意
し
た
ア
ン
コ
や
き
な
粉
で
舌
づ
つ
み
を
う

ち
ま
し
た
。
普
段
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
体
験

に
み
な
、
満
足
そ
う
で
し
た
。
（
地
区
公
民
館
）

一
方
、
江
口
子
ど
も
会
で
も
地
区
公
民
館
で

や
は
り
も
ち
つ
き
大
会
。
重
そ
う
に
キ
ネ
を
振

り
上
げ
る
子
ど
も
と
父
兄
の
呼
吸
が
ピ
ッ
タ
リ

合
っ
て
約
4
5
k
g
の
モ
チ
米
は
、
ま
た
た
く
間
に

真
白
な
も
ち
に
早
変
り
。
み
ん
な
で
か
ら
み
も

ち
や
雑
煮
に
し
て
お
正
月
気
分
を
満
喫
し
ま
し

こ
。f
 

に
は
最
適
の
も
の
で
す
。

編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
関
係
者
は

「
汗
び
っ
し
よ
り
に
な
っ
て
の
石
造

物
調
査
、
ヘ
ビ
や
蚊
に
追
わ
れ
て
の

神
社
、
仏
閣
調
査
な
ど
思
い
出
は
い

っ
ぱ
い
で
す
。
体
重
を
減
ら
し
た
時

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
た
く
さ
ん

の
人
の
ご
協
力
で
予
定
ど
お
り
完
成

し
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
参
考

に
な
れ
ば
本
望
で
す
。
」

と
編
集
を
顧
み
て
．
語
っ

て
い
ま
す
。

村
で
は
、
こ
の
村
誌

を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
中
央
公
民
館
に
備
え

て
置
き
一
人
で
も
多
く

の
方
に
み
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
読
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。

籾
山
幸
一
さ
ん

〔千津井〕

自
治
大
臣
感
謝
状 〔梅

叙
勲

勲
七
等
瑞
宝
章

法
務
大
臣
表
彰

千
津
井
の
籾
山
幸
一
さ
ん
(
6
9歳）

は
、
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
、
ま
た
、
自

治
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

籾
山
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年
十

月
一
日
に
保
護
司
に
な
ら
れ
て
以
来

現
在
ま
で
、
実
に
二
十
三
年
以
上
も

原〕

佐
々
木
行
年
さ
ん

秋
の
生
存
者
叙
勲
で
、
佐
々
木
行

年
さ
ん

(
6
1歳1
1

梅
原
）
は
、
勲
七

等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
昭
和
二
十
五
年
十

月
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
て
以

来
、
昭
和
四
十
九
年
ま
で
の
二
十
四

年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
国
の
防

衛
一
筋
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

労
か
報
い
ら
れ
今
度
の
喜
び
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
九
州
の
熊
本
県

の
出
身
で
す
か
、
縁
あ
っ
て
新
町
駐

屯
地
業
務
隊
を
退
官
と
同
時
に
明
和

村
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
は
趣

味
で
あ
る
盆
栽
、
読
書
を
楽
し
ん
で

い
る
と
の
こ
と
。

の
長
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。不

幸
に
し
て
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
の
社
会
復
帰
に
際
し
助
言

指
導
を
施
す
重
要
な
仕
事
を
深
く
理

解
さ
れ
、
愛
情
と
厳
し
さ
を
も
っ
て

そ
の
任
務
を
遂
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
功
績
は
大
き
い
と
し
て
今
度
の

表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

更
に
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理

執
行
、
啓
発
事
務
に
精
励
さ
れ
、
そ

の
職
責
は
多
大
だ
と
し
て
、
国
民
参

政
九
十
五
周
年
、
普
通
選
挙
六
十
周

年
‘
婦
人
参
政
四
十
周
年
を
記
念
す

る
に
あ
た
り
自
治
大
臣
か
ら
感
謝
状

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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毒人

汁滋
0

自
動
販
売
機
の
周
辺
や
取
り
出
し

自
動
販
売
機
を

置
い
て
い
る
皆
さ
ん
へ

子
供
の
い
る

家
庭
の
皆
さ
ん
へ

0

子
供
に
は
‘
く
り
返
し
教
え
て
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
い
い
聞

か
せ
ま
し
ょ
う
。

口
の
中
に
不
審
な
飲
物
を
置
か
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0

自
動
販
売
機
設
置
力
所
の
巡
回
‘

点
検
を
励
行
し
、
異
常
・
不
審
な

点
が
あ
っ
た
ら
即
―
1
0
番
ヘ

〇
販
売
・
使
用
す
る
人
は
、
盗
難
・

粉
失
等
の
な
い
よ
う
し
っ
か
り
保

琶
物
・
劇
物
を

取
り
扱
う
皆
さ
ん
へ

り飲物に

' 
⑤邑囚凹
\ 

/ 

最
近
、
自
動
販
売
機
の
取
り
出
し
口
（
受
け
皿
）
の
中

の
毒
入
り
飲
物
を
口
に
し
て
死
亡
す
る
事
件
が
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
無
差
別
に
人
を
殺
そ
う
と
す
る
卑
劣
な
行

為
は
、
社
会
的
に
も
、
人
道
上
か
ら
も
絶
対
ゆ
る
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
次
の
こ
と
を
お
互
い
が
注
意
し
、

絶
対
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
不
審
な
飲
物
、
不
審
な
人
（
車
）
を
見
か
け

た
時
は
、
す
ぐ
一

1
0
番
で
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

贔

口
---ぺ、ヽ

ドリング‘、‘‘ヽ

1 n n n n1 ‘‘不\ ヽ·,.審,, な

り且日日
I ' ／＇飲
I 物, I 

Cg) o=-100 50)0 円

汀ここ，,’ 
I 

ロエ'!-ｷ • ---ロ-i:f‘—-‘-_-_--1 -.-: , 、
/ 

函買って飲むときは、一度（いっき）
し飲まず、少し飲んで変な味とか、に
おいがしたら飲むのをやめましょう。

管
し
ま
し
ょ
う
。

〇
販
売
す
る
と
き
は
、
相
手
の
住
所

・
氏
名
等
身
分
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

〇
販
売
機
の
上
に
置
い
て
あ
る
不
審

な
飲
物
に
は
、
手
を
触
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
買
う
前
に
取
り
出
し
口
（
受
け
皿
）

の
中
に
不
審
な
飲
物
か
な
い
か
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

〇
取
り
出
し
た
飲
物
は
、
一
度
、
セ

ン
が
開
け
ら
れ
た
跡
が
な
い
か
必

ず
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

関
東
信
越
国
税
局
で
中
学
生
を
対

象
に
]
仇
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集

が
行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
入
賞

者
表
彰
式
が
館
林
市
役
所
で
開
か
れ

ま
し
た
。
館
林
税
務
署
管
内
か
ら
は

二
七
校
‘
五
‘
八
八
九
点
、
そ
の
内
、

館
林
邑
楽
地
区
か
ら
十
一
校
‘
三
一
四

一
点
か
応
募
。
本
村
で
は
、
石
崎
泰

弘
く
ん
ら
三
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
崎
泰
弘
く
ん
、
村
長
賞

「
税
に
関
す
る
標
語
」コ
ン

レ

ク
ー
）

自
動
販
売
機
を

利
用
す
る
場
合
は

東
小
六
年

西
小
六
年

館
林
警
察
署
管
内
、
行
政
区
別
無
事

故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
環
と

し
て
小
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た

「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
本
村
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

唖
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

玄
最
優
秀

太
田
善
子

合
優
秀

山
岸
真
実

篠
木
正
和

玄
明
和
村
長
賞

「
税
金
は
国
と
家
庭
を
つ
く
る
基
礎
」

石
崎
泰
弘
（
明
中
二
年
）

玄
館
林
税
務
署
長
賞

「
税
金
を
納
め
て
で
き
る

豊
か
な
日
本
」

新
井
貴
則
（
明
中
三
年
）

玄
館
林
財
務
事
務
所
長
賞

「
完
納
で
明
る
い
社
会
の

‘
お
手
伝
い
」

持
田
厚
子
（
明
中
三
年
）

（
敬
称
略
）

（
西
小
六
年

最優秀の太田善子

さんと作品（下）

合
佳
作

近
藤
貴
之

奈
良
原
淳

秋
野
智
英
子

秋
野
美
津
江

伊
藤
厚

恩
田
吉
勝

黒
沢
純
子

鈴
木
陽
子

田
口
広
美

田
口
美
幸

合
入
選

石
塚
光
明

五
月
女
新
吾

気っI沿うね
9矯，：7'，：

西東
→小小
敬六六
称年年
略一一

※事業主の皆さんへ………定年延長奨励金、高年齢者雇用確保助成金の申請はお早めに（申請期限＝ 1 月 31 日）

（
東
小
六
年
）

(
1
1六
年
）

（
西
小
六
年
）

(
1
1六
年
）

(
1
1六
年
）

(
1
1六
年
）

(
1
1六
年
）

(
1
1六
年
）

(
1
1六
年
）

(
I
I六
年
）

~ 

高
橋
裕
美

食
優
良

飯
塚
克
則

田
村
誠

江
森
望

関
口
砂
織

田
口
直
美

太
田
善
子
さ
ん
ら
入
賞

（
東
小
六
年
）

(
1
1六
年
）

（
西
小
六
年
）

(
1
1六
年
）

(
1
1六
年
）

（
西
小
六
年
）̀
 

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
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県
下
少
年
野
球
大
会
郡
予
選
大
会

明
和
東
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
、
昨

年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
、
県
野
連
主

催
の
県
下
少
年
野
球
大
会
邑
楽
支
部

予
選
大
会
で
、
二
十
チ
ー
ム
中
第
三

位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
か
っ
て
な
か
っ
た
だ
け
に
子

供
た
ち
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
喜
び

は
格
別
の
よ
う
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

バス停周辺略図

N
L
[
 

ー
ム

テ

直

館
林
厚
生
病
院
前

バ
ス
停
が
一
時
変
更

「
秋
季
点
検
」
の
席
上
で

「
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
隊
秋

季
点
検
」
か
、
昨
年
十
二
月
八
日
、

板
倉
中
学
校
校
庭
（
板
倉
町
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
で
消
防
庁

官
の
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰
や
県
消

防
協
会
長
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど

が
あ
り
、
本
村
で
は
次
の
方
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

0
群
馬
県
消
防
協
会
・
永
年
勤
続
退

団
感
謝
状
贈
呈

0

前
明
和
消
防
団
長
山
田
隆
夫

蒼
館
林
地
区
消
防
組
合
・
永
年
勤
続

退
団
者
表
彰

0

前
明
和
消
防
団
長
山
田
隆
夫

圏
同
右
組
合
・
永
年
勤
続
功
労
表
彰

0

明
和
消
防
団
副
団
長
砂
賀
新
一

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
い
ま
、
病
棟
の

増
改
築
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
一
定
期
間
、

東
武
バ
ス
路
線
の

当
病
院
前
の
停
留

場
が
次
の
と
お
り

変
り
ま
す
の
で
留

意
し
て
下
さ
い
。

今
年
の
三
月
い

っ
ば
い
ま
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
＜

わ
し
く
は
館
林
厚

生
病
院
（
⑫
3
1

4
0
)
へ

優
良
消
防
団
員
表
彰

圏
同
右
組
合
・
優
良
団
員
表
彰

0

明
和
消
防
団
分
団
長
関
口
章
夫

0
"

副
分
団
長
砂
賀
芳
男

。

I
I
I
I

石
川
淳
一

0
"

班
長
木
村
重
太
郎

。

I
I
I
I

恩
田
正

。

I
I
I
I

鯉
沼
紀
好

蒼
消
火
協
力
者
感
謝
状
贈
呈

0

明
和
食
品
工
業
腕
社
員
一
同

0

小
野
田
孝
夫
（
館
林
市
）

※
い
ず
れ
も
昭
和
6
0
年1
月
5
日
、

上
江
黒
地
内
に
発
生
し
た
火
災
消
火

に
協
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

：言、三［］！
------—現経路

-•一•一新経路

（注）新経路は現経路より 18m 延長

になります。

村 の 、
つ

き

1 月

10 日

11 日

12 日

14 日

17 日

19 日

20 日

21 日

23 日

27 日

農業委員会

例月出納検査

上毛かるた大会（子ども会）

農業者年金相談会

園芸・弄合同学級

第 7 回新春村民マラソン

大会（明和中学校集合）

ボランティア連絡協議会

体育館利用団体協議会

衛生正副部長会議

区長会

江
森
佳
世
子

ぬ
（

石
塀
の
温
み
に
ふ
る
る
家
に
子
に

悲
喜
こ
も
ご
も
の
過
ぎ
ゆ
き
滲
む

江
森
政
美

『
短
歌
』
明
和
歌
会

束
の
間
に
宇
宙
旅
行
を
満
喫
す
未
来

の
化
学
何
処
迄
す
す
む山

形

『
短
歌
』
か
ほ
や
が
沼

ト
メ

累
系
少
き
わ
れ
に
は
宝
の
ご
と
く
見

ゆ
甥
の
連
れ
来
し
幼
ら
四
人

奈
良
原
き
く
の

長
病
め
ば
愚
痴
の
こ
ぼ
る
る
嫁
姑
の

ひ
ら

淵
れ
し
一
片
胸
に
き
ざ
め
り

瀬
下
一
江

友
の
訃
の
受
話
機
の
余
韻
残
る
ま
ま

も
の
憂
き
ひ
と
ひ
夕
暮
る
る
ま
で

柿
沼
ま
つ

と
も

ト
ク
ホ
ン
を
張
り
合
ふ
先
輩
を
笑
ひ

を
り
「
あ
な
た
も
今
に
」
と
云
は
れ
続

け
つ

さ
わ
や
か
な
朝
日
に
輝
く
千
切
れ
雲

た
け
な
わ

秋
闊
の
稲
刈
り
の
音

多
田
は
つ
江

隣
り
木
に
止
り
て
す
ば
や
く
実
を
つ

つ
く
実
の
あ
る
限
り
ゆ
れ
止
ま
ざ
り

き
細
田
武
子

お
と
な訪
へ
ば
静
か
に
笑
ま
ふ
ひ
ね
も
す
を

山
見
て
過
す
哀
し
さ
言
は
ず

本
沢
シ
ズ

跨
線
橋
に
迷
ひ
散
り
た
る
柿
一
葉
深

み
ゆ
く
秋
し
み
じ
み
と
見
す

立
岡
正
夫

秋
告
げ
る
風
の
素
通
る
駅
通
り
ま
ぎ

れ
な
く
歩
み
し
杏
き
ぬ
す
も
り

『
俳
句
』
坂
上
千
枝
子

銀
杏
散
る
墓
に
伏
せ
た
る
義
人
名

（
中
谷
‘
教
学
院
に
て
）
吉
田
和
城

山
茶
花
や
鳥
き
て
騒
ぐ
宮
の
屋
根

坂
村
芳
明

開
拓
地
泥
に
埋
も
れ
し
残
り
菊

安
見
あ
っ
子

山
茶
花
や
人
待
ち
顔
の
一
少
女

深
沢
歌
子

残
菊
や
絶
え
て
久
し
き
娘
の
た
よ
り

山
下
ふ
で

貌
み
合
つ
雲
龍
猛
虎
や
明
の
春

田
口
春
栄

春
駒
や
初
場
所
目
指
し
勢
ひ
立
つ

田
口
春
政

初
春
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
い
と
楽
し

門
間
と
よ
子

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

永
野
哲
乎
正
雄
長
男
梅
原

1
1月
2
6日

長
澤
あ
ゆ
み
竪
長
女
中
谷

1
1
月3
0日

渋
澤
未
奈
正
博
長
女
新
里

1
2
月
1日

栗
原
康
彰
精
一
長
男
大
佐
貫

1
2
月
2日

檎
本
大
亮
貴
好
二
男
斗
合
田

1
2
月
6日

穀
澤
達
也
忠
二
男
南
大
島

1
2月
6

日

熙
場
弓
恵
淳
二
二
女
新
里

1
2
月
1
5

日

和
田
恵
里
香
喜
好
長
女
梅
原

1
2
月
1
6

日

田
中
美
紀
敏
男
長
女
矢
島

1
2
月1
9日

死
亡

石
村
ト
ヨ

森
尻
藤
太
郎

篠
木
卜
美

関
口
儀
二

矢
島
孝
一

松
本
陽
三

福
島
源
一

蓮
見
源
次

薗
部
照
藷

清
水
ふ
ぢ

山
形
勇
次

氏
名

世
帯
主

(
)
は
新

年
令8

3
義
雄
矢
島

1
2月
1

日

7
8
富
男
梅
原

1
2
月
6日

8
9
（
清
）
南
大
島

1
2
月
8日

7
6
真
一
千
津
井

1
2月
1
0日

8
4
岩
勇
大
佐
貫

1
2月
1
5日

8
4
荘
市
南
大
島

1
2
月
1
6
日

7
2
治
雄
大
佐
貰

1
2
月
1
6
日

5
7
（
清
治
）
江
口

1
2月
1
7日

6
0
（
友
次
）
田
島

1
2
月2
1日

8
1
幸
近
大
輪

1
2
月
2
7

日

8
1
（
重
治
）
南
大
島
1
2
月2
8日

ー
出
生
ー

|
l

地
区

死
亡
月
日

四

ぁ
？
‘
で
己

／
｀
も
‘
f
升
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12 月の

e 
っ倉ク早～一

救急車出動回数
●交通事故 7 件
●急病 8 件
●その他 3 件

●計 18件

：嘉 館林邑楽地区 館林地区 明邑千楽和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

1 月 19 日
佐々木医院小 胃 医院 ゆたか医院ft(73) 7308 永寿堂医院 小西医院

てな合(62)2623 合(7 0 6 0 6 大塚医院合(72)0176 ff(72) 4 4 6 9 合(86) 2 2 6 I 
曜 かる

1 月 26 日
真中医院大神医院 上野医院合(72)3330 海 胄 医院 石山医院 昇野ff(72) I 6 3 0 fl(62) 2 2 0 0 後藤（愛）医院合(72)0 I 34 合(7 3 I 5 5 ff(82)0 IO 3 

当
森下医院ff(73)7776 津久井医院

2 月 2 日
横田医院川田耳鼻科医院 竹越医院

i: fl(72)0 2 5 5 合(72) 3 3 I 4 清河堂医院ff(72)3070 合(72) 3 3 I 6 合(84) 3 I 3 7 
番

2 月 9 日 浜野医院原医院 大島診療所ff(77) 1503 岡田医院 井上医院 しヽの
合(88) 5 6 7 8 fi'(72) I 9 3 6 安楽岡医院ff(72)0572 fl'(72) 3 I 6 3 fl'(82) I I 3 I ゜で

医
大石医院ff(74) 2362 宇沢医院 増田医院 話電 時ま

2 月 16 日 白沢医院川田医院
合(72) 1 sｷo o 合(72) 3 7 2 4 堀越医院合(73)4151 ff(74) 8 7 6 I ff(82) 2 2 5 5 でで

◄

書
道
に
う
ち
こ
む

かえ加を給る 30行

圏
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
（
代
表
1
1

奈
良
原
宜
子
さ
ん
）

は
、
福
祉
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部

三
十
万
円
を

奎
運
見
清
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
亡

父
の
供
養
に
と
十
万
円
を

蒼
篠
木
治
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、

亡
母
の
供
養
に
と
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
書
道
教
室
か
開
講
に
な
り
満
四

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
書
道
と
云
う
に
は
程
遠
く
習
字

と
云
う
べ
き
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
静

か
な
中
に
も
家
族
的
な
和
や
か
な
ム

ー
ド
の
中
で
授
業
が
生
き
甲
斐
だ
と

目
を
輝
か
せ
て
お
っ
し
ゃ
る
鈴
木
海

南
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
授
業
か
行
わ

れ
ま
す
。
筆
の
持
ち
方
か
ら
歴
史
古

典
も
同
時
に
学
べ
、
時
に
は
他
の
地
域

の
方
々
の
作
品
展
や
日
展
も
見
学
し

浦
野
良
江
さ
ん
（
新
里
）

し
か
も
先
生
に
作
品
の
解
説
を
し

て
頂
け
る
の
で
教
室
で
は
学
べ
な

い
勉
強
も
出
来
ま
す
。
今
年
も
清

々
し
い
新
春
の
光
り
の
中
で
正
座

し
丁
寧
に
書
き
あ
げ
た
作
品
を
徐

ろ
に
床
の
間
に
掛
け
そ
し
て
ゆ
っ

く
り
眺
め
一
人
悦
に
入
る
。
何
ん

と
も
云
え
ぬ
充
実
感
と
ち
ょ
っ
ぴ

り
気
恥
か
し
さ
を
覚
え
乍
ら
頂
く

お
屠
蘇
は
尚
一
層
美
味
し
い
も
の

で
す
。
書
道
に
限
ら
ず
例
え
僅
か

な
時
間
で
も
真
剣
に
何
に
か
に
没

頭
出
来
る
の
は
貴
重
だ
し
、
と
っ
て

も
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
人
生
も

書
も
ハ
ー
モ
ニ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
息
切
れ
し
な
い
程

度
に
い
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
生
ま
れ

る
様
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

□‘久保憲ー・悦子さん夫妻

県優良青年農業者で表彰と

群
馬
県
・
上
毛
新
聞
社
主
催
に
よ

る
第
2
1
回
優
良
青
年
農
業
者
表
彰
か

こ
の
ほ
ど
、
上
毛
新
聞
社
（
前
橋
市
）

で
行
わ
れ
、
千
津
井
の
小
久
保
憲
一

闘
・
悦
子
闘
さ
ん
夫
妻
か
優
良
青
年

農
業
者
と
し
て
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
表
彰
は
農
業
に
意
欲
的
に
取

り
組
み
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
近
代

化
を
図
り
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い

る
青
年
農
業
者
が
対
象
と
な
る
も
の

で
す
。

小
久
保
さ
ん
夫
妻
は
、
本
村
特
産

の
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
を
は
じ
め
、
施

設
園
芸
の
鉢
物
を
主
体
と
し
た
経
営

で
近
代
農
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
栽
培
か
ら

「
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
」
栽
培
に
着
目
し

栽
培
の
転
換
を
進
行
中
で
す
。
栽
培

技
術
修
得
の
た
め
、
先
進
地
の
視
察
、

技
術
書
の
熟
読
、
行
政
指
導
機
関
と

の
連
け
い
等
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
苦
労

の
甲
斐
あ
っ
て
、
昨
年
十
一
月
に
開

催
さ
れ
た
「
県
農
業
ま
つ
り
‘
花
品
評

会
」
で
見
事
、
五
百
点
の
中
か
ら
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
。
着
々
と
努
力
が
実
を
結
ん
で

い
ま
す
。

二
人
は
‘
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
等
を

機
に
‘
力
を
合
わ
せ
消
費
者
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
立
派
な
鉢
物
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

女
人
権
、
行
政
、
心
配
ご
と
相
談

今
月
は
都
合
に
よ
り
‘
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
月
か

ら
従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

合
交
通
事
故
相
談

0

日
時

1

月
1
6
日
午
前
1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

含
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時

2

月
6
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
各
種
の
年
金
一
般

合
健
康
相
談

0

日
時

1

月
1
6
日
受
付
午

前
9
時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分

2
月
4
日
受
付
午
後

1

時

1
2
時

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

玄
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日

女
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
1
2
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
、

農
業
共
済
（
麦
）
で
す
。

2
8
日
明
和
農
協
第
一

2
9
日
東
部
児
童
館

3
0
日
役
場
税
務
課
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発
編
即

第293号
行明和村役場
集総務課

広報係
昧イシカワ
デザイン

刷

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ゆっくり走ろう明和路.... 

....足ガク、ガクで立てないよ

み
ど
こ
ろ

新
し
い
年
金
制
度
・
税
申
告

相
談
日
程
決
ま
る
I
|
2
.
3

p

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
無
事
故
．

無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
4
.
5

p

今
月
の
話
題
I
|

_

_

 
|
_
6
.
7
p
 

お
知
ら
せ
・
村
の
う
ご
き
•
お
め

で
た
、
お
く
や
み
ー

8
.
9
.
1
0p ※関連記事掲載4 • 5P 
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完走さわやか笑顔▲

▲大丈夫．／そんなに疲れた…•,.
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4 月から新しい年金制度

制度改正四本の柱
一

〈
基
礎
年
金
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
〉

•
制
度
間
の
格
差
が
是
正
で
き
る1
1

各
制
度
共
通
の
仕
組
み
な
の
で
、
す

べ
て
の
国
民
に
と
っ
て
給
付
条
件
や

貨
担
が
等
し
く
な
り
ま
す
。

●
就
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
影
響
を

受
け
に
く
い
1
1

自
営
業
者
も
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
も
一
緒
に
な
っ
て
制
度
を
支

え
て
い
る
の
で
、
あ
る
業
種
の
被
保

険
者
が
滅
少
し
て
も
基
礎
年
金
部
分

へ
は
影
響
が
及
び
に
く
く
な
り
ま
す
。

•
一
人
一
個
の
基
礎
年
金
が
確
立
さ

れ
る
1
1

重
複
給
付
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

• 
適
正
化

給
付
と
負
担
の

現
在
、
年
金
受
給
者
の
平
均
加
入

年
数
は
三
十
二
年
で
す
が
、
今
後
は

四
十
年
程
度
が
一
般
的
に
な
る
と
考

基
礎
年
金

新しい年金制度のしくみ

自宮業も 一般被用者（サラリーマン）

国民年金

（任意加入）

l 
ー被用］者の妻

制
度
の
導
入

（全員

（新）国民年金

←自宮業者世帯一

加入）
（新）厚生年金保険

被用渚世帯

（基礎年金）

（注）船員保険の職務外年金部門は厚生年金保険に統合されます、

□
:
 

、
_
‘

¥
j
 
行
▼
町

直
心

え
ら
れ
ま
す
。
現
状
の
給
付
水
準
を

そ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
と
、
将
来
の

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

今
年
の
四
月
か
ら
公
的
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
今
回
の
改
｛

正
は
、
今
後
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
な
か
で
、
公
的
年
金
制
度
―

を
長
期
的
に
安
定
し
た
も
の
に
改
革
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
~

ま
す
。
主
な
改
正
点
は
①
基
礎
年
金
制
度
の
導
入1
1
従
来
の
国
民
一

年
金
の
適
用
を
広
げ
、
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
す
る
②
給
付
水
一

準
と
保
険
料
負
担
の
適
正
化
③
婦
人
の
年
金
権
の
確
立
④
障
一

害
年
金
の
充
実
な
ど
で
す
。
＿

,' 

年
金
額
は
、
現
役
勤
労
者
の
平
均
賃

金
の
八
割
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
更

に
、
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
四
十
年

間
加
入
し
て
い
た
と
す
る
と
、
夫
婦

合
計
の
年
金
額
は
現
役
の
平
均
賃
金

の
一
〇
九
％
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
役
勤
労
者
の
平
均
賃
金
の
八
割
や

十
一
割
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
高

給
付
水
準
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
給
付
を
支

え
る
た
め
に
は
、
現
役
世
代
の
保
険

料
負
担
を
。
ヒ
ー
ク
時
（
昭
和
百
年
＼

⑥申告相談日程表

相談日 午前午後 種別 該 当 区 場所

2 月 午前 所得税申告 斗合田、下江黒、上江黒、千津井、江口

<---------------------------------------------------------------------
20 日 午後 ク 田島、南大島、中谷

2 月 午前 所得税申告 新里、梅原、川俣、入ヶ谷

塁------------------------------------------------------------------------------------

21 日 午後 ク 須賀、大輪、大佐貰、矢島

2 月 午前 住民税申告 斗合田、上江黒

嘉館蓋
-------------------------------- --------------------------------------------------

27 日 午後 ク 千津井

2 月 午前 住民税申告 江口
----------------------------------------------------------------------------------

28 日 午後 ク 下江黒、田島

3 月 午前 住民税申告 川俣、須賀

[ -------------------------------- --大---輪---------------------------------------------
3 日 午後 ク

3 月 午前 住民税申告 矢島
響--------------- -------------------------------------------------------------------

4 日 午後 ク 入ヶ谷、大佐貫

3 月 午前 住民税申告 南大島（七軒、八軒以外）
皇-------------- -------------------------------------------------------------------

5 日 午後 ク 南大島（七軒、八軒）、中谷

3 月 午前 住民税申告 梅原
公

-------------- ----------------- -------------------------------------------------- 塁6 日 午後 ク 新里

＊相談時間はいずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

申
告
柑
談

H

程
決
ま
る

所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
手
続
き
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
時
期
が
ま
い

り
ま
し
た
。
次
の
日
程
で
申
告
相
談
が
開
か
れ
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

箪

所得税

2月 20 • 21 日

住民税

（実 6 日間）
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坂
上
喜
太
郎
さ
ん

会
長
代
理
に

村
農
業
委
員
会

明
和
村
農
業
委
員
会
の
委
員
で
あ

り
会
長
代
理
で
も
あ
っ
た
、
尾
花
時

夫
さ
ん
（
選
任
委
員
）
が
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
辞
職
（
昭
和
6
0
年
1
2
月

1
9
日
付
）
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
村
農

業
委
員
会
は
、
一
月
十
日
、
総
会
を

開
き
会
長
代
理
に
、
坂
上
喜
太
郎
委

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

坂
上
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

農
業
委
員
に
当
選
以
来
現
在
（
八
期

目
）
ま
で
長
年
に
わ
た
り
農
地
行
政

を
は
じ
め
と
し
て
農
業
振
興
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
長
会
会

長
と
し
て
も
手
腕
を
発
揮
し
、
住
民

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

サラリーマン世帯の標準年金額

〔昭和61 年〕

/ 
32年加入

夫

分

報酬比例部分

81. 300 円

(25 4万円 x訃鳥 X32年）

定額部分
76.800 円

(2,400 円 X32年）

（注 1)

加給年金
15.000 円. 

計 173, 100 円

. 
------------

〔成熟時〕

40年加入

老齢厚生年金
（報酬比例年金）

76,200 円

(25.4万円 x嘉鳥X40年）
夫

、
`
l％

刀
6
8注

(( 

老齢基礎年金

50,000 円

老齢基礎年金

50,000 円

計 176,200円

分

妻
分

‘,l\l‘ 

%
2
 

個
ほ~

 

※金額はいすれも昭和59年度価格

（注 l) 昭和55年改正時の単価2,050円を昭和59年度価格に換算したもの

（注2）％は現役男子の平均標準報酬1 月額254,000円に対する比率

-村
農
業
委
員
に

年
金
権
の
確
立

今
回
の
改
正
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
を
含
む
全
国
民
が
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
名
義
の
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
万
が
一
離
婚
し

た
り
、
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
で
も

坂
上
貞
雄
さ
ん

婦
人
の

／
ご
ろ
）
に
は
、
現
在
の
四
倍
程
度

に
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

負
担
面
か
ら
み
て
も
現
行
制
度
の
構

造
的
水
準
は
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
給
付
や
貸
担
の
水
準
を
適
正

化
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

の
充
実

従
来
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
い
と
無
年
金
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
な
り
、
奥
さ
ん
名

義
の
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
年
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。— 障

害
年
金

二
十
歳
未
満
で
障
害
者
と
な
っ
た

方
は
、
今
ま
で
は
二
十
歳
を
過
ぎ
て

屯
低
額
の
障
害
福
祉
年
金
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
方

も
改
正
後
は
、
二
十
歳
以
後
に
障
害

者
と
な
っ
た
方
と
同
額
の
障
害
砧
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。明

和
村
農
業
協
同
組
合
の
推
向
で

村
農
業
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
て

い
た
、
尾
花
時
夫
さ
ん
（
前
明
和
村

農
業
協
同
組
合
長
）
が
同
委
負
を
辞

職
さ
れ
た
の
に
伴
い
村
で
は
、
そ
の

補
充
と
し
て
改
め
て
明
和
村
農
業
協

同
組
合
か
ら
推
向
さ
れ
た
、
坂
上
貞

雄
さ
ん

(
5
4歳1
1

中
谷
）
を
村
農
業

委
員
会
委
具
に
選
任
（
一
月
八
日
付
）

し
ま
し
た
。

坂
上
さ
ん
は
、
現
在
、
明
和
村
農

業
協
同
組
合
長
、
村
損
害
評
価
会
会

長
な
ど
要
職
に
就
き
活
卸
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。

⑥昭和60年分農業所得の標準額決定 (10アール当り）

水稲—— -------------------94,100円

裏作—--------------------48,400円

著通畑 (1 等）―― ----------132,300円

ク (2 等）…：――― -----80,000円

陸田—--------------------94,100円

ナス（露地）―― ----------350,000円

〔施設園芸・果樹〕

キュウリ（加温）

収入金 X 67%-59万円

キュウリ（無加温）

収入金 X 67%-15万 3 千円

ニラ 収入金 X 77%-16万円

ナス 収入金X77%-30万円

トマト（加温）

収入金 X 76%-59万円

トマト（無加温）

収入金 X 76%-30万円

イチゴ（無加温）

収入金 X 75%-22万 8 千円

その他の野菜

収入金X71%-15万 3 千円

梨（青系）

収入金 x76%-10万 3 千円

梨（赤系）

収入金 X76%- 7 万 2 千円

ぶどう

収入金 X78%- 6 万 5 千円

〔養豚＝ 1 頭あたり〕

一貫飼育ー・ -------·----------72 、 900円

肉用豚--------------------- 1,300円

繁殖豚—---··-·----------… 66,900円

〔養鶉＝採卵用10羽あたり〕

1 千羽未満—----------------- 4,600円

5 千羽未満—----------------- 6,200円

〔肥育牛＝ 1 頭あたり〕

和牛--------------------- 203,300円

乳牛…—-----·ー→一―··----- 119500円

相
談
時
の
留
意
点

●
申
告
書
は
、
各
自
記
載
し
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

•
記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
ら
な

い
よ
う
、
明
確
に
答
え
ら
れ

る
方
が
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の

記
載
は
必
ず
自
書
が
必
要
で

す
。

•
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ

い
て
の
払
込
み
保
険
料
が
九
千
円

を
超
え
る
場
合
は
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
、
国
民

健
康
保
険
、
農
業
者
年
金
の
保
険

料
等
の
領
収
書
も
ご
持
参
く
だ
さ

ヽ
4
0

し
●
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
又
は
館
林

税
務
署
へ
。
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新
春
恒
例
の
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
一
月
十
九
日
、
明
和
中
学
校
校

庭
を
メ
ー
ン
会
場
（
周
辺
を
ス
タ
ー

ト
地
点
）
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
七
回
目
。
チ
ビ
ッ
コ
か
ら

大
人
ま
で
老
若
男
女
の
六
百
人
近
く

が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
部
門
毎
に

-
k
m
か
ら
五
k
m
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

日
曜
日
と
あ
っ
て
会
場
・
コ
ー
ス
沿

道
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
く
り

出
し
力
走
す
る
一
人
ひ
と
り
に
盛
ん

に
声
援
を
送
り
新
春
の
行
事
を
楽
し

み
ま
し
た
。

今
年
か
ら
若
干
し
好
を
変
え
た
「

健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
に
は
五
十
人
ほ
ど

が
参
加
。
自
分
の
タ
イ
ム
（
所
要
時

間
を
申
告
し
て
置
く
）
を
設
定
し
て

そ
の
タ
イ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
競

技
。
マ
ラ
ソ
ン
は
孤
独
と
の
戦
い
、

自
分
と
の
戦
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
孤
独
な
ら
ず
タ
イ
ム
と
の

戦
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
完
走
し
、
思
い
思
い
の

満
足
感
に
ひ
た
り
な
が
ら
走
り
終
っ

た
マ
ラ
ソ
ン
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

•7, 
' 

さ

奎
小
学
生
低
学
年
（
男
子
の
部
）

食
一
・
ニ
年
―
.
o
k
m

一
位
鯉
沼
寛
之
（
西
小
2
年
）

〈
タ
イ
ム
3
分
5
7
秒
4
1
〉

二
位
折
原
誠
（
西
小
2
年
）

三
位
松
本
浩
一
（
東
小
2
年
）

蒼
同
（
女
子
の
部
）

次
の
と
お
り

上
位
入
賞
者
は

— 
一
位

二
位

今
成
奈
津
子
（
西
小
2
年
）

〈
タ
イ
ム
4
分
1
0
秒
3
8
〉

二
位
磯
野
貴
代
（
西
小
2
年
）

三
位
和
田
洋
枝
（
東
小
2
年
）

蒼
小
学
生
中
学
年
（
男
子
の
部
）

＊
三
•
四
年
一
・
ニ
k
m

一
位
篠
木
健
（
西
小
4
年
）

〈
夕
|
ム
4
分
2
7
秒

4
9
)

清
水
昌
弘
（
西
小
3
年
）

今
成
穣
（
西
小
4
年
）

一
位

ゎ

ゃ

か

ゴールインする

奈良原勇三郎さん

み
ん
な
頑
張

（千津井）

っ
蒼
同
（
女
子
の
部
）

一
位
島
田
徳
子
（
西
小
4
年
）

〈
タ
イ
ム
4

分
5
4秒
9
2〉

二
位
鈴
木
裕
美
子
（
西
小
3
年
）

三
位
横
塚
祐
子
（
東
小
4
年
）

〇
小
学
生
高
学
年
（
男
子
の
部
）

＊
五
・
六
年
一
・
五
k
m

一
位
後
藤
克
己
（
東
小
6
年
）

〈
タ
イ
ム
5

分
1
2
秒
6
5
〉

二
位
飯
塚
克
則
（
東
小
6
年
）

三
位
江
森
望
（
西
小
6
年
）

圏
同
（
女
子
の
部
）

一
位
岩
瀬
理
絵
（
西
小
6
年
）

〈
タ
イ
ム
5
分
5
6
秒
3
8
〉

二
位
石
川
季
代
（
西
小
5
年
）

三
位
奈
良
原
絵
実
（
東
小
5
年
）

た

（
男
子
の
部
）

圏
中
学
生

＊
五
．
o
k
m

一
位
斉
藤
智
則

(
2年
）

〈
タ
イ
ム
2
0
分
6
秒
3
6
〉

二
位
篠
木
淳

(
1年
）

三
位
高
瀬
磨
（
1
年
）

蒼
同
（
女
子
の
部
）
三
．
o
k
m

一
位
田
口
益
世

(
1年
）

〈
タ
イ
ム
1
2
分
1
8
秒
8
0
)

二
位
高
瀬
由
紀
子

(
2年
）

三
位
大
牧
陽
子

(
1年
）

圏
一
般
男
子
五
．
o
k
m

一
位
笠
井
康
史
（
江
口
）

8
\
7

少
3

〉

〈
タ
イ
ム
ー
分
2
禾
1

二
位
田
中
弘
（
や
ま
う
）

三
位
板
垣
雅
俊
（
明
中
教
）

圏
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
男
子
）1
1
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
（
※
自
分
の
所
要

タ
イ
ム
を
申
告
し
て
置
き
、
そ
の

タ
イ
ム
差
を
競
う
も
の
）
三
．
o
k
m

一
位
高
根
沢
兼
二
（
中
谷
）

〈
タ
イ
ム
差
1

分
1
5秒
0
〉

二
位
江
森
洋
（
上
江
黒
）

三
位
江
森
精
治
（
新
里
）

奎
同
（
女
子
）

一
位
久
保
口
喜
代
美
（
南
大
島
）

〈
タ
イ
ム
差
0
分
1
3
秒
0〉
\
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第 61回行亙区碕石蓋石品霞コ
コンクール最終結果まとまる． ・「：

.. •. I..h 

'..,•-. •―-:.`^·ー ·9--9ふ¢しょiぷぶi•一t--

ベスト 1 位「大佐貫」 2 位「新里」

ワースト 1 位「大輪」 2 位「須賀」

、
＼
ー
ー
，人

｛
固,1 

( 
者
｛

勝
―

優
｛

の
~

日
j
­

日
ー
—

n
ハ
P
­

立
ロ
―

各
i

•
7．
ャ
ら
．
一

＿
ド
ー
止
ー
も
＇
：

9
9
9
9
,

前
列
右
か
ら
、
後
藤
克
己
、
岩
瀬
理
絵
、
篠
木
健
、
島
田
徳
子

鯉
沼
寛
之
、
今
成
奈
津
子
、
中
列
右
か
ら
斉
藤
智
則
、
田
口
益
世

後
列
右
か
ら
、
高
根
沢
兼
二
、
久
保
口
喜
代
美
、
田
島
重
夫
、
笠

井
康
史
、
奈
良
原
勇
三
郎
（
敬
称
略
）

「
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
」
チ
ー
ム
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
（
団
体
）

昨
年
の
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
た
「

第
六
回
行
政
区
別
無
事
故
・
無
違
反

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
最
終
結
果
が
、
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
大
佐
貫
地
区
が
事
故
率

三
ニ
・
一
五
で
第
一
位
と
な
り
ま
し

た
。
次
い
で
新
里
、
中
谷
、
南
大
島

下
江
黒
ー
ー
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
下
表
参
照
く
だ
さ
い
）
前
回
、
村

内
は
も
ち
ろ
ん
、
三
市
町
村
総
合
で

一
位
に
な
っ
た
斗
合
田
地
区
は
第
六

位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

一
方
、
ワ
ー
ス
ト
順
位
は
、
一
位

が
大
輪
、
以
下
須
賀
、
入
ヶ
谷
、
矢

島
、
田
島
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
果
表
を
み
て
み
ま
す
と
、
前
回

に
比
べ
全
体
的
に
下
回
り
、
総
合
減

点
数
五
五
三
0
点
（
四
四
0
点
増
）

事
故
率
五
四
•
四
二
（
三
・
九
三
増
）

と
悪
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
事
故
種
別
で
は
重
傷
事
故

は
減
少
し
た
も
の
の
、
新
た
に
死
亡

事
故
（
一
件
）
が
発
生
し
、
物
損
事

故
（
四
五
件
）
と
共
に
増
加
。

一
方
、
悪
質
違
反
件
数
は
前
回
急

増
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
回
も
十

件
増
え
て
二
十
四
件
と
最
悪
で
す
。

「
酒
気
帯
、
酒
酔
い
」
は
死
亡
事
故

に
直
結
し
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
速
度
違
反
(
2
5
k
m
)
は
、

十
二
件
減
少
し
て
二
十
件
で
し
た
。

無事故・無違反コンクール成績表

[s 6 0年 1 月 1 日～ 1 2 月 31 日の間〕
（件）

交通事故種別 悪質違反行為 村

行政 減点数 事故率 死 重 軽 物 酒酒 厨堕 あ 無 内
人口

(%) 
亡 傷 傷 損

` 
km度 て

免 順区名 累計
事 事 事 事 滞 ］違 逃
故 故 故 故 びい ー反 げ 許 位

斗合田 399 180 45.11 1 2 2 1 6 

下江黒 338 150 44.38 1 1 5 

上江黒 546 300 54.95 1 6 3 , 
千津井 633 340 53.71 2 2 2 8 

江口 639 380 59.47 2 1 3 2 1 10 

田島 584 360 61.64 2 2 1 2 12 

南大島 1,240 510 41 13 1 2 2 4 2 4 

新里 992 360 36.29 3 6 3 2 

中谷 707 270 38.19 1 2 1 3 

梅原 866 450 51. 96 1 6 2 2 7 

川俣 399 240 60.15 2 2 11 

須賀 503 420 83.50 1 2 2 2 1 15 

大輪 905 820 90.61 2 3 5 4 2 1 1 6 

入ヶ谷 120 90 75.00 2 1 14 

矢島 699 470 67.24 1 2 2 3 1 13 

大佐貰 591 190 32.15 1 3 2 1 

計 10,161 5,530 54.42 1 10 21 45 24 20 4 

／
二
位
高
根
沢
あ
き
子
（
中
谷
）

三
位
北
條
富
子
（
新
里
）

湧
ス
ポ
ー
ツ
対
抗
（
個
人
）

女
年
齢
2
0
代
三
．
o
k
m

一
位
田
島
重
夫
（
日
本
キ
ャ
ン

パ
ッ
ク
群
馬
工
場
昧
）

〈
タ
イ
ム
9

分
4
4
秒
2
8
〉

二
位
瀬
下
嘉
彦
（
新
里
）

三
位
須
藤
征
幸
（
江

L
l
)

蔓
同
（
壮
年
）
＊
年
齢3
0代
三
．
o
k
m

一
位
奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

〈
タ
イ
ム
9
分
1
5秒
3

〉

二
位
荒
木
博
（
大
佐
貫
）

三
位
飯
塚
忠
（
千
津
井
）

圏
ス
ポ
ー
ツ
対
抗
（
団
体
）
三
．
o
k
m

一
位
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
チ
ー
ム

二
位
新
里
チ
ー
ム

三
位
緑
親
会
チ
ー
ム

〔
敬
称
略
〕

i 声援を背に一斉にスター
-------------------------------------------------------------------------------

卜
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...市内を行進パレードする明和消防団員

館
林
地
区
消
防
組
合
で
新
春
恒
例

の
「
出
初
め
式
」
。

本
村
か
ら
も
団
員
な
ど
七
十
人
が

参
加
。
と
び
職
人
ら
に
よ
る
威
勢
の

良
い
”
は
し
ご
乗
り
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
後
、
は
し
ご
車
な
ど
五
十
台

を
連
ね
て
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
”
火

の
用
心
ク
を
訴
え
ま
し
た
。

（
館
林
第
一
中
校
庭
）

出
初
め
式

館
林
地
区
消
防
組
合

▲とび職組合による

はしご乗り

農
作
物
損
害
評
価
員
を
し
て
い
る

園
部
七
郎
さ
ん
（
千
津
井
）
が
、
県

* 

＊
写
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明
和
剣
友
会
で
、
大
み
そ
か
か
ら

元
旦
に
か
け
て
恒
例
の
年
越
し
初
げ

い
こ
。
ち
び
っ
子
ら
4
0人
ほ
ど
が
参

加
。
快
汗
で
す
が
す
が
し
い
新
年
を

村
武
道
館
で
迎
え
ま
し
た
。
父
母
が

用
意
し
た
お
し
る
こ
を
口
に
し
て
さ

っ
そ
く
新
春
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。面

部
さ
ん
、
麦
検
見

競
技
会
で
最
優
秀
賞

面部七郎さん

お
年
寄
り
が
棒
タ
イ
作
り
に
挑
戦

•® 

みなざんからの話題を募集しています。

飯
塚
正
平
さ
ん
（
江
口
）
か
ら
「
暮

れ
の
大
掃
除
の
際
に
懐
か
し
い
写
真

が
み
つ
か
っ
た
の
で
す
が
ー
」
と
一

報
を
い
た
だ
い
た
の
で
さ
っ
そ
く
伺

っ
て
み
ま
し
た
。

写
真
は
飯
塚
さ
ん
（
左
）
と
奈
良

村
長
（
右
）
が
、
昭
和9
年
頃
（
当
時

二
十
ニ
オ
）
に
高
崎
1
5連
隊
の
営
庭

寿
学
級
と
園
芸
教
室
で
学
ん
で
い

る
人
た
ち
約
4
0人
が
、
こ
の
ほ
ど
、

棒
タ
イ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
思
い
思

い
の
好
み
の
柄
を
選
び
台
金
に
貼
り

農
業
共
済
連
合
会
検
見
競
技
会
(
6
0

年
度
麦
）
で
、
東
毛
地
区
最
優
秀
賞

（
一
位
）
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
競

技
は
、
自
分
の
経
験
な
ど
か
ら
培
っ

て
得
た
、
り
感
＂
が
た
よ
り
。
設
定
し

た
あ
る
ほ
場
の
収
穫
量
を
予
想
し
、

最
も
実
収
穫
量
に
近
い
数
値
を
競
う

も
の
で
、
十
三
市
町
村
か
ら
各
三
名

ず
つ
が
参
加
。
こ
の
中
で
薗
部
さ
ん

は
、
持
ち
ま
え
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か

し
て
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

に
て
写
し
た
一
枚
の
写
真
で
し
た
。

飯
塚
さ
ん
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

も
交
え
て
当
時
の
世
相
、
状
況
な
ど

を
語
り
、
そ
の
一
枚
の
写
真
を
真
新

し
い
ア
ル
バ
ム
に
収
め
、
再
度
い
つ

の
日
か
ひ
も
と
く
の
を
楽
し
み
に
大

切
に
保
存
し
ま
す
と
、
思
わ
ぬ
発
見

に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

付
け
る
な
ど
、
約
二
時
間
か
け
て
本

格
的
な
も
の
を
完
成
。

さ
っ
そ
く
身
に
つ
け
て
自
賛
し
合

っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

（
中
央
公
民
館
に
て
）

’ 00 

役場広報係へご連絡ください。

合 (84)3111 。

明
和
剣
友
会

年
越
し
初
げ
い
こ

飯塚さん宅で

懐かしの写真

青年の頃の飯塚さん（左）

と奈良村長（右）

自
然
食
を
見
直
そ
う
ー
ー
と
生
改

グ
ル
ー
プ
で
味
噌
作
り
。
数
年
前
、

栗
原
し
ん
さ
ん
（
南
大
島
）
ら
が
初

の
試
み
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
と

こ
ろ
大
変
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
同

グ
ル
ー
。
フ
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
大

豆
と
こ
う
じ
を
原
料
に
仕
込
み
を
し

て
い
ま
す
。

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
希
望
者
に
は

い
つ
で
も
指
導
に
あ
た
る
と
の
こ
と
。

な
お
、
こ
う
じ
発
酵
機
は
二
台
←

手
作
り
み
そ

生
改
グ
ル
ー
プ
で

少
林
寺
拳
法
明
和
拳
士
会
約
6
0人

が
鏡
開
き
。

各
自
も
ち
ょ
っ
た
鏡
モ
チ
や
自
分

た
ち
で
つ
い
た
モ
チ
で
舌
づ
つ
み
を

打
ち
な
が
ら
、
昇
級
、
昇
段
な
ど
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
今
年
の
抱
負
を
語
り
合

い
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

(
1月
認
日
、
中
央
公
民
館
）

少
林
寺
拳
法

「
明
和
拳
士
会
」
で

鏡
開
き
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こ可
個人1憂勝者（右から）大沢光則、砂賀香織 i 

奈良文弘、江森陽子（敬称略）―――----------------------

ーも一
• --
熱気あふれる試合会場

-
J
i
0
人
が
参

4
4枚
の
紙
片
争
奪

子とも

上毛かるた大会

村
内
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
上

毛
か
る
た
大
会
」
は
、
一
月
十
二
日
、

社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
地
区
代
表

の
約
一
百
五
十
人
が
各
部
門
ご
と
に

四
十
四
枚
の
か
る
た
争
奪
戦
を
く
り

広
げ
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
男

女
そ
れ
ぞ
れ
個
人
戦
、
団
体
戦
で
熱

気
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
好
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

唖
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

優
勝
奈
良
文
弘

準
優
勝
川
合
達
夫

三
位
飯
塚
克
則

蒼
同

1
1

女
子
個
人
戦

優
勝
砂
賀
香
織

準
優
勝
石
崎
弘
子

三
位
八
田
深
雪

蒼
同

1
1

男
子
団
体
戦

優
勝
矢
島
チ
ー
ム

準
優
勝
中
谷
チ
ー
ム

三
位
下
江
黒
チ
ー
ム

圏
同

1
1

女
子
団
体
戦

優
勝
南
大
島
チ
ー
ム

県
内
の
人
を
中
心
に
同
好
の
士

で
組
織
し
て
い
る
文
化
団
体
で
あ

る
「
こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会
」
の
新
年

短
歌
会
が
明
和
村
で
開
催
。
同
会

は
昭
和
2
9
年
に
発
足
し
毎
月
句
集

な
ど
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
前
橋
市
な
ど
県
内
各
地
か

ら
百
五
十
人
が
参
加
。
本
村
か
ら

は
三
十
人
以
上
が
出
席
し
、
地
元

と
あ
っ
て
受
付
接
待
な
ど
に
忙
し

そ
う
で
し
た
。
参
加
者
全
員
が
一

首
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
全
員
で
投
．

票
審
査
（
主
宰
推
薦
）
を
す
る
な

ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
本
村
で

は
、
瀬
下
一
江
さ
ん
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。
(
1
.
1
2
中
央
公
民
館
）

『こほろぎ

短歌会』

県
内
の
短
歌
愛
好
家

堂

に

会

す

準
優
勝
斗
合
田
チ
ー
ム

三
位
須
賀
チ
ー
ム

圏
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

優
勝
大
沢
光
則

準
優
勝
大
沢
秀
一

三
位
五
十
嵐
盛
一

圏
同

1
1

女
子
個
人
戦

優
勝
江
森
陽
子

準
優
勝
今
成
芙
美
江

三
位
吉
永
直
美

唖
同

1
1

男
子
団
体
戦

優
勝
新
里
チ
ー
ム

準
優
勝
川
俣
チ
ー
ム

三
位
江
ロ
チ
ー
ム

圏
同

1
1

女
子
団
体
戦

優
勝
江
ロ
チ
ー
ム

準
優
勝
梅
原
チ
ー
ム

三
位
大
佐
貫
チ
ー
ム

／
村
の
中
央
公
民
館
に
備
え
て
貸
出

し
い
た
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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館
林
厚
生
病
院

館
林
厚
生
病
院

で
は
、
現
在
、
病

棟
な
ど
の
増
改
築

工
事
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
従

来
の
正
面
玄
関
は

閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
他
の
玄
関

（
図
ー
①
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
は
今
年

の
九
月
ま
で
の
予

定
で
す
。

病 院 周 辺（図ー①）

｀｀｀阿
(8) 

路 I

;~ 
棟出
出入

] ←ーーニこ―——―u-~ LI眉ロ

増
改
築
工
事
9

月
ま
で

正
面
玄
関
が
変
更 ニ亨ロ

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
各

種
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
開
か

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
2

月

1
9日
午
後

1

時

か
ら
3

時
ま
で

＊
会
場

1
1

村
中
央
公
民
館

＊
対
象
者
1
1

一
般
村
民

＊
内
容

1
1

各
種
年
金
の
受
給
手
続

や
制
度
等
全
般
に
つ
い
て

＊
相
談
員
1
1

桐
生
社
会
保
険
事
務
所

の
相
談
官

※
く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
ヘ

年
金
相
談
会

相
談
に
の
り
ま
す

専
門
担
当
官
が

食
肉
は
適
正

表
示
の
お
店
で

県
内
の
食
肉
販
売
店
で
今
年
の
一

月
か
ら
、
食
肉
の
種
類
、
部
位
（
ヒ

レ
と
か
、
ロ
ー
ス
と
か
）
、
用
途
及
び

百
グ
ラ
ム
当
た
り
の
価
格
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

よ
く
見
て
上
手
な
買
い
物
を
し
ま

し
ょ
う
。 健康教室 ・健診予定表

このマークは、食肉の適正表示
推進のため組織された「群馬県食

肉公正取引協議会」に加入してい
る店舗に掲示されています。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

も
し
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い

ま
す
と
、
万
一
の
と
き
障
害
年
金
や

母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば

か
り
で
な
く
、
将
来
、
老
齢
年
金
も

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

あ
な
た
自
身
の
た
め
に
、
保
険
料

は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
は
役
場
住
民
課
ヘ

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

乳児健診 妊婦健診 健康教室 一歳半健診

S59.6.1~ 
対象者 乳 児 妊 婦 般 S 59.8.311 こ

生まれた児

~, 
期 日 2 月 1 3 日 2 月 2 0 日 2 月 2 5 日 2 月 2 7 日

時 間
受付 受付 受付 受付

濯1:00~2:00 濯1:00~2:00 PMl :oo~1:30 濯1:00~2:00

場 所 いずれも保健センター

持ちもの 母子手帳 母子手帳
母子手帳

健診票

村の融資資金制度を利用しましょう . ー
（※くわしい問合せは役場経済課へ）

制度名 融資対象 資金使途 融資限度額 融資期間 利 —志+- 申込時期 取扱金融槻関 申込先

①中小企業者 運転 ①銀 イ/丁-

資本金 1,000万円以 3 年以内 ②相互銀行

小口資金
下 運設転備資資金金 ｝にも使える 500万円以内 設備 年 76% 

随 時 ③信用金庫
従業員 300人以下の 5 年以内 以内 ④信用組合 役場経済課

個人・会社 ⑤商工中金
②中小企業団体

①村内で同一業種を 3 ①店舗・店内の増改築 ①銀 /イ丁-

中小企業設備
年間以上営む者で、 のための資金。

5 年以内
②相互銀行

資本金 1,000万円以 ②企業の近代化・合理
（内据置 1 年 6.4% ③信用金庫

役場経済課
下 化に必要な機械設備 500万円以内

以内
随 時 ④信用組合近代化資金

従業員 300人以下の 資金。
年以内）

⑤商工中金
個人・会社 ③公害防止の設備資金。

①卸小売業その他サー ①店舗の増改築、駐車 年間随時 ①銀 /イ_丁-

商業設備近代 ビス業を営む者で、 場設置。 7 年以内
年 6.4%

枠いっぱ ②相互銀行
資本金 1,000万円以 ②店内外施設の改造・ 2,000万円以内 （内据置 l 以内

いになり ③信用金庫 役場経済課
化資金 下、従業員30人以下 櫛日含口又几 。 年以内） 次第締切 ④信用組合

の個人・会社 り。 ⑤商工中金
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〇
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

0

家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対

地
区
表
彰
（
銅
章
）
1
1
2
月

2
5日
締
切
り

・
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
し
、
五
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交

通
事
故
・
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
小
特
•
原
付
の
運
転
免
許
を
有
し

十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交
通
事
故
・

違
反
の
な
い
こ
と

県
表
彰
（
銀
章
）
1
1
2
月

2
5日
締
切
り

・
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
し
、
十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交

通
事
故
・
違
反
の
な
い
こ
と

・
地
区
表
彰
を
授
章
済
で
あ
る
こ
と

県
表
彰
（
金
章
）
1
1
2
月

2
5日
締
切
り

お
早
め
に

表
彰
申
請
は

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の

怖いのは

r消したつもり」と

r消えたはす」

策
の
推
進

0

特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安

全
の
確
保

0

防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

0

異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

・
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
し
、
十
五
年
以
上
運
転
に
従
事
し

交
通
事
故
・
違
反
の
な
い
こ
と

・
警
察
署
長
又
は
、
地
区
交
通
安
全

協
会
長
の
推
せ
ん
を
得
て
申
請
す
る

こ
と・

県
表
彰
（
銀
章
）
を
授
章
済
で
あ

る
こ
と

唖
い
ず
れ
も
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と

董
い
ず
れ
も
過
去
に
同
等
種
類
の
表

彰
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

唖
申
請
先
1
1
館
林
交
通
安
全
協
会

※
な
お
、
そ
の
他
詳
細
な
条
件
等
に

つ
い
て
は
館
林
交
通
安
全
協
会
(
6

⑰
5
0
3
0
)
又
は
、
各
地
区
の
支

部
長
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

春の全国火災予防運動

2 月 28 日～3 月 13 日まで

＊
期
日
1
1
3
月
2
4
日1
2
6日

＊
対
象
1
1
新
規
採
用
人
数
が
2
0
人

以
下
の
管
内
中
小
企
業
の
事
業
所

に
入
社
す
る
新
入
社
員

＊
会
場
1
1
東
毛
少
年
自
然
の
家

＊
締
切
り
1
1
2
月
2
0
日

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
役
場
経
済
課
ヘ

剣
道
大
会

参
加
者
募
集

＊
日
時
1
1
3
月
2
1
日
午
前
9

時

＊
会
場
1
1
社
会
体
育
館

＊
試
合
1
1
小
・
中
学
生
の
二
部
門

＊
申
込
み
1
1
3
月
1
0
日
ま
で
に
社
会

体
育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
参
加
費
1
1
無
料

※
そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
社
会
体
育

館
（
闘
4
6
2
6
)
へ

新
人
社
員
研
修

参
加
募
集

昭
和
6
1
年
度
、
村
が
発
注
す
る
建

設
工
事
や
物
品
等
の
販
売
を
受
け
た

い
業
者
は
、
今
年
三
月
一
日
ー
三
月

二
十
日
ま
で
に
「
入
札
指
名
参
加
願
」

を
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
を
。

な
お
、
申
請
様
式
等
は
、
新
建
設

省
統
一
様
式
（
新
全
国
様
式
）
の
も

の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
を

3

月

2
0
8ま
で
に

入
札
指
名
参
加
願

61 年度

村 の ＿
っ
ご き

2 月

15 日

15 日

17 日

19 日

21 日

口 国 図

22 日

26 日

// 

明和村誌発刊経過報告会

農業共済事業運営協議会

母子保健推進員研修会

西小一日入学

村議会全員協議会 (61年度

予算内示）

中学校入学説明会

東小一日入学

献血（保健センター）

3 月

: :}公民館まつり

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
な
ど
、
障

害
者
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1
2
月
2
5日
午
後

1

時

か
ら
午
後
3

時

＊
会
場
1
1
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
く
わ
し
く
は
住
民
課
ヘ

『
田
芝
支
部
』

愛
憎
も
知
ら
ず
遊
び
し
お
は
じ
き
の

土
に
埋
れ
し
水
色
―
っ

石
村
艶
子

遊
ぶ
声
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
電
話
口
主

婦
ぶ
り
顕
ち
つ
娘
の
声
ま
ろ
き

始
沢
良
子

霜
な
へ
の
冬
芽
の
み
ど
り
も
り
あ
が

ひ
か
げ

る
そ
こ
よ
り
生
れ
し
陽
光
た
ま
ゆ
う

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

身
体
障
害
者

個
別
柑
談
会

千
秋

篠
木
よ
し

お
お

ひ
と
や
く
を
果
せ
し
苺
の
母
株
か
す

て
が
た
く
ま
た
隅
に
植
ゑ
を
く

砂
賀
久
美
子

こ

初
詣
雑
沓
の
中
先
だ
ち
て
孫
は
さ
が

し
得
し
ガ
ラ
ス
細
工
店

立
川
ツ
ヤ
子

思
考
の
糸
切
れ
し
思
ひ
す
渇
き
ゆ
く

心
時
雨
に
人
恋
ほ
し
か
り立

川
ふ
さ

こ
の
冬
は
帰
ら
じ
と
言
ふ
息
の
便
り

子
ば
子
で
離
る
る
こ
と
に
馴
れ
ゆ
く

立
川
文
子

木
枯
に
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
破
か
れ

し
一
人
シ
ー
ト
を
雨
の
予
報
に

蓮
見
タ
カ

か
わ
づ
ら

青
き
は
ん
照
曳
き
つ
つ
昏
る
川
面
を

お
ら
ぶ
が
あ
は
れ
流
木
の
悌

野
ロ
タ
カ

た
ま
さ
か
に
訪
ひ
し
老
父
と
話
し
た

か
り
デ
ジ
タ
ル
時
計
文
字
の
忙
し
さ

野
村
初
枝

歌
へ
ぬ
詫
も
心
に
積
み
て
宴
の
盛
り

好
ま
ぬ
歌
に
も
手
高
く
打
つ

蟻
川

お

ー
出
生

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

関
口
展
江
健
一
長
女
梅
原

1
2
月
2
4

日

渋
澤
健
輔
誠
一
長
男
矢
島

1
2
月
3
1

日

奥
澤
美
穂
一
郎
長
女
江
口

1
月

1
9日

柿
沼
妃
甫
廣
次
長
女
江
口

1

月

2
0日

川
上
幸
次
郎
5
9

吉
永
新
十
郎
8
6

青
山
猶
一

8
1

簗
瀬
高
之

4
6

塩
谷
早
希
子
3
2

ー
死
亡

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区
（
）
は
新

（
智
恵
子
）
中
谷

今
朝
夫
梅
原

尚
夫
下
江
黒

（
カ
ツ
子
）
梅
原

務
須
賀

一
月
号
九
ペ
ー
ジ
「
お
め
で
た
」
の
欄

の
田
中
美
紀
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
の
は
田
中

美
妃
ち
ゃ
ん
の
間
違
い
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
止
し
ま
す
。

わ
び

1
月
8

日

1
月
2
0
日

1
月
2
1日

1

月
4

日

1
月
3

日

死
亡
月
日

あ
わ
t
よ
｀

t
 （

、
｀
人
く
れ
升
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1 月の

g 
7 賣／． 吏人／―

救急車出動回数
•交通事故 5 件
●急病 5 件

•その他 0 件

●言t 1 0 件

日
曜
当
番
医

2 月 16 日

2 月 23 日

3 月 2 日

3 月 9 日

3 月 16 日

館林邑楽地区

産婦人科 耳鼻科

白沢医院川田医院
fl (72) l 6 0 0 I fl (72) 3 7 2 4 
落含医院後藤（康）医院
合 (72) 3 l 6 O I fl (72) 3 9 7 5 

根岸医院小倉医院
云（72) 3 2 6 2 I fl (72) o 6 o 6 

古屋（恒）医院大神医院
合 (63) 6 l 6 l I fl (62) 2 2 0 0 

佐々木医院川田（耳）医院
合（62) 2 6 2 3 I fl (72) 3 3 l 4 

内

館 林
科

地

大石医院合（74) 2362 

後藤（康）医院 ff (72) 3975 

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
が
担
当
し
ま
す

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
ー
時
ま
て

で
す

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
電
話
て

確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
下
さ
い

院
5
院
ー
院

0

す
院
ー

倉
区
5
6
5

ま

3

板
田
地
医
2

医
2

医
ー
が
し
医
ー

代

2
2

ー
区
当
ー

杢
千
和
田
図
西
國
本
図
虚
担
上
図

邑
明
ホ
増
6

小
6

橋
6

館
井
｛

院
ー
院

3

院
2

院
4

院
ー

科
医
8
:
医
2
口
。
医3

外
沢
凶
上
⑪
林
⑰
川
図
内
⑰

区

宇
6

最
6

館
6

詮
6

寺
t
1

増田医院合（72) 1387 
阿久津医院合（72) 3315 

田内医院fl (72) 3855 
須田医院fl (72) 0862 

多々良診痘所合 (72) 3060 
大塚医院合（72) 0176 

ミ

圏
石
村
藤
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、

亡
妻
の
供
養
に
と
五
万
円
を

奎
矢
島
友
次
さ
ん
（
田
島
）
は
、
亡

父
の
洪
養
に
と
言
十
万
円
を

屯
川
土
智
恵
子
さ
ん
（
中
谷
）
は
、

亡
夫
の
洪
養
に
と
十
万
円
を

〇
梅
烏
地
区
戦
友
会
（
代
表
、
森
尻

祐
三
郎
さ
ん
）
は
、
二
万
八
千
六

百
九
十
円
を

圏
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
は
、

十
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。t
 主

婦
に
と
っ
て
、
子
供
達
を
学
校

に
送
り
出
し
、
掃
除
、
洗
濯
等
の
仕
事

が
終
り
、
ホ
ッ
ト
し
た
と
思
う
と
、

も
う
夕
食
の
献
立
を
考
え
る
時
間
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
頭
の
中
に
、

「
あ
れ
や
、
こ
れ
や
」
と
浮
か
ん
で

科｝パ汀直迂り
文・題字とも本人です

南
大
島
地
区
（

稲
荷
山
）
で
一
月

十
五
日
夜
、
「
ど

ん
ど
焼
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

地
区
の
青
年
た

く
る
事
も
あ
れ
ば
「
今
日
は
残
り
物

で
何
か
」
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。

私
も
母
に
習
っ
た
り
、
独
身
時
代
に

料
理
教
室
に
通
っ
た
り
、
今
で
は
月

一
回
の
公
民
館
の
料
理
教
室
に
参
加

し
た
り
し
て
腕
に
自
信
が
あ
っ
た
っ

家
族
に
お
い
し
い
料
理
を
ー
ー
レ
と

レ
ッ
ス
ン
に
励
む
堀
口
葉
子
さ
ん
（
新
里
）

舞い 上がる

炎に 歓声

米

米

ち
が
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
味

わ
っ
た
良
さ
を
今
の
子
ど
も
た
ち
に

も
味
あ
わ
せ
て
や
ろ
う
ー
と
六
年
前

か
ら
復
活
さ
せ
て
い
る
も
の
で
す
。

祝
日
と
あ
っ
て
近
在
か
ら
も
家
族

連
れ
な
ど
が
多
数
訪
ず
れ
、
地
元
が
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も
り
で
す
が
、
い
ざ
毎
日
の
こ
と

と
な
る
と
こ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
料
理
は
、
昔
な
が
ら
の
材
料

も
あ
れ
ば
、
現
代
に
合
わ
せ
た
材

料
や
味
付
け
も
あ
り
、
更
に
は
季

節
に
合
わ
せ
た
工
夫
も
必
要
か
と

思
い
ま
す
。
料
理
も
―
つ
の
作
品

で
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
自
分

の
気
に
い
っ
た
器
に
も
り
つ
け
、

食
卓
に
並
べ
た
と
き
の
気
持
ち
は

な
ん
と
も
言
え
な
い
、
和
や
か
な

気
分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
料
理
に
か
ぎ

ら
ず
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い

く
こ
と
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も

大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

場
所
利
根
川
梅
原
地
先

（
東
武
線
鉄
棉
付
近
）

当
日
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ロ
マ
ン
を

求
め
て
サ
ケ
稚
魚
三
万
匹
を
放
流
し

ま
す
。
稚
魚
の
な
い
方
に
も
、
関
係

者
が
若
干
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ふ

る
っ
て
参
加
、
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
2

日
田
嘩

' 

一

みんな集合．／
サケ稚魚

3 万匹放流

用
意
し
た
、
お
で
ん
や
甘
酒
で
舌
つ

づ
み
を
打
ち
な
が
ら
真
赤
に
夜
空
を

焦
が
す
炎
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
人
権
、
行
政
、
心
配
こ
と
相
談

0

日
時

2

月

1
7日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

0

場
所
役
場
会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

0

日
時

2

月

1
3日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時

3

月
6

日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0
内
容
年
金
一
般

玄
健
康
相
談

0

日
時

2

月

2
0日・
3

月
4

日
受
付
は
、
い
ず
れ
も
午

前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
国
民
年
金

六
期
、
水
道
料
で
す
。

2
5日
明
和
農
協
第
一

2
6日
東
部
児
童
館

2
7日
役
場
税
務
課
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: 真剣な表情―
！、、

｀、、
----------------------------------------------------------------------

．・．． ．．．で式にのぞむ二年生

七
人
を
は
じ
め
、
関
根
校
長
、
担
任

教
諭
ら
関
係
者
二
十
人
近
く
が
出
席
。

更
に
、
来
賓
と
し
て
村
長
、
村
議

会
議
長
、
館
林
警
察
署
長
な
ど
十
六

人
が
参
列
し
、
立
志
を
祝
福
。

式
は
、
ま
ず
二
年
生
の
野
口
美
波

君
の
指
揮
、
野
中
恵
子
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
演
奏
に
よ
る
「
君
が
代
」
を
出
席

者
全
員
で
斉
唱
。
次
い
で
三
田
教
育

長
が
、
い
じ
め
問
題
も
含
め
な
が
ら

「
人
を
敬
う
心
、
お
も
い
や
り
の
あ

る
心
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
心

の
充
実
を
強
調
す
る
式
辞
を
述
べ
た

後
、
対
象
者
代
表
に
記
念
品
を
贈
呈
。

ま
た
、
来
賓
の
方
た
ち
か
ら
も
「

二
十
一
世
紀
を
担
う
の
は
、
こ
こ
に

い
る
皆
さ
ん
方
で
す
。
そ
の
誇
り
と

責
任
を
自
覚
し
て
、
希
望
に
満
ち
た

゜

頼
も
し
い
成
人
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
‘

と
の
こ
と
ば
に
皆
さ
ん
、
う
な
ず
く

よ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表
し
て
、

木
村
浩
之
君
が
”
激
励
の
こ
と
ば
ヘ

対
し
て
二
年
生
を
代
表
し
て
高
橋
豊

君
が
”
お
礼
の
こ
と
ば
り
を
読
み
上

げ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

▲祝辞を述べる村長

村
教
育
委
員
会
は
、
昔
で
い
う
「
元

服
」
。
少
年
少
女
期
か
ら
成
人
へ
の

変
革
期
に
あ
た
る
中
学
二
年
生
を
対

象
に
、
成
人
と
し
て
の
志
を
も
っ
て

も
ら
お
う
と
二
十
一
回
目
の
「
立
春

式
」
を
二
月
四
日
、
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
対
象
の
二
年
生
百
七
十

木村 くん

決
意
を
新
た
に

明
る
い
社
会
を

三
年
生
代
表

木
村
浩
之
く
ん

対
象
者
代
表

お
礼
の
こ
と
ば
巖
橋
豊
く
ん

成
人
と
し
て
第
一
歩
を

踏
み
虫
Iす
と
き

私
達
の
中
で
既
に
、
十
四
歳
に
な

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
の
年
齢

は
子
供
か
ら
大
人
へ
の
階
段
を
登
り

始
め
た
、
と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。

激
励
の
こ
と
ば

今
日
は
、
奈
良
村
長
さ
ん
を
始
め

た
く
さ
ん
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
立
派
な
式
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
多
数
の
方
の
祝
福
の

：竺］

頼
も
し
い
成
人
を
め
ざ
し
て

, .. 

七
七
人
が
立
志

こ
と
ば
を
忘
れ
ず
に
一
歩
一
歩
ま
っ

す
ぐ
に
進
ん
で
社
会
を
背
負
っ
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
皆
さ
ん
は
子
供
か
ら
大
人

へ
の
ス
テ
ソ
。
フ
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
あ
と
、
何
年
か
す
る
と
社
会

人
と
し
て
の
第
一
歩
も
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
日
の
た
め
に

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
決
意

を
新
た
に
自
分
か
ら
進
ん
で
明
る
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
日
は
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

高橋くん

例
え
ば
、
十
四
歳
の
私
達
だ
れ
か
が

犯
罪
を
起
せ
ば
未
成
年
で
あ
っ
て
も

犯
罪
者
と
し
て
刑
罰
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
四
歳
と
い
う
の
は
、
成
人
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
同
時
に

自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
き
ょ
う
の
こ
の
日
を

契
機
と
し
て
決
意
を
新
た
に
、
希
望

に
満
ち
た
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
き
ょ
う
は
、
私

達
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
奈
良

村
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆
様

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
毎
月
納
め
る
の
は
め
ん
ど
う

だ
」
「
収
入
が
一
定
し
て
い
な

い
の
で
一
度
に
納
め
た
い
」
I

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
一
括
前

納
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
前
納
制
度
）

1 国民年金法改正 I

＿
括
前
納
を
お
勧
め
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
、
割
引
き

庶馴9l"頃醤國頂囲駐菖嗜租

次の方は 4 月 18 からかならず加入手続が必要

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年

の
四
月
一
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

強
制
加
入
被
保
険
者
（
国
民
年
金
に

か
な
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
者
）
の
範
囲
が
大
巾
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

次
の
方
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
、
四
月
一
日
以
降
か
な

ら
ず
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

5
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で

年
齢
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の

者
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
次
に
列
記
す
る
方

0

地
方
議
会
議
員
及
び
国
会
議
員

0

同
右
の
配
偶
者

〇
恩
給
や
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の

配
偶
者

〇
恩
給
や
年
金
を
受
け
る
資
格
の
つ

い
た
人

0

同
右
の
配
偶
者

〇
厚
生
年
金
等
の
障
害
年
金
の
受
給

権
者

0

同
右
の
配
偶
者

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
の
防
止
、
毎
月
納
付
の
手
間
が
省

け
る
、
割
引
き
（
年
五
分
五
厘
）
な

ど
の
恩
典
が
あ
り
ま
す
。
前
納
し
た

人
が
国
民
年
金
を
や
め
た
場
合
は
、

や
め
た
月
以
降
の
相
当
額
は
返
っ
て

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か

ら
七
千
百
円
（
現
行
六
千
七
百
四
十

円
）
に
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
物
価
上
昇
等
に
よ
り
目
減

き
ま
す
。
現
金
前
納
の
納
付
期

限
は
四
月
三
十
日
で
す
。

な
お
、
振
替
納
付
の
人
で
四

月
か
ら
保
険
料
の
納
付
方
法
を

変
更
し
た
い
場
合
（
毎
月
納
付

↑
|
—
ー
前
納
）
な
ど
は
、
三
月

p
 

二
十
八
日
ま
で
に
役
場
住
民
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国民年金

保険料引上げ

4 月から

月額

7,100円に

61 年 4 月から 62年 3 月までの保険料前納額

保
額

間
料

年
険

定 険保石
只

士
タ
ロ

料

定額＋付加保険料

85,200円 83,140円

90,000円

害1j弓 1 、額

2,060円

2,180円

前納額

87,820円

り
し
な
い
よ
う
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が

導
入
さ
れ
て
い
る
た
め
の
値
上
げ
で

す
。
受
給
者
に
支
払
わ
れ
る
年
金
の

給
付
財
源
は
、
加
入
者
の
保
険
料
と

運
用
収
入
及
び
国
庫
負
担
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
給
付
だ
け
を
引

上
げ
て
い
き
ま
す
と
年
金
財
政
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
民
年
金
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
の
負
担

額
及
び
保
険
料
の
引
上
げ
が
必
要
と

な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
の

保
険
料
の
引
上
げ
も
、
年
金
を
長
期

に
わ
た
っ
て
健
全
に
維
持
し
、
将
来

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
で
き
る
年

金
を
支
払
う
た
め
の
も
の
で
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
に
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

小林政介さん
（下江黒）

群馬県知事表彰
（永年勤続）

六昭和47年 7 月 1 日～

現在一民生児童委員、
村社会福祉協議会評
議員。

唸昭和58年12 月 1 日～

現在一邑楽郡民生児

童委員協議会常任委
員、村社会福祉協議

会理事。

群馬県社会福祉
協議会長表彰

＊昭和49年12 月 1 日～現

在――—民生児童委員、

村社会福祉協議会評議

員。

Q 
岡安宏子さん

（南大島）

。

群馬県知事表彰
（功労）

含昭和40年12 月 1 日～

現在一民生児童委員、
村社会福祉協議会評
議員。

玄昭和58年12 月 1 日～

現在一邑楽郡民生児
童委員協議会常任委
員、同協議会婦人部

副会長。

、＾
早JIl リツさん

（大輪）

〇
厚
生
年
金
等
の
遺
族
年
金
の
受
給

権
者

0

未
帰
還
者
留
守
家
族
手
当
•
特
別

手
当
の
受
給
者

〇
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
等
の

配
偶
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
な
ど
）

0

共
済
組
合
の
組
合
員
の
配
偶
者
（

公
務
員
の
奥
さ
ん
な
ど
）

0

自
営
業
者
等
（
法
改
正
に
か
か
わ

ら
ず
未
加
入
者
で
あ
っ
た
者
）

※
厚
生
年
金
等
と
は
1
1

各
種
共
済
組

合
も
含
み
ま
す
。

詳
細
は
役
場
住
民
課
ヘ

、

石村よっさん
（大佐貫）

群馬県社会福祉
協議会長表彰

＊昭和49年12 月 1 日～現

在――ー民生児童委員、

村社会福祉協議会評議

員。

受賞おめでとう

こ
の
ほ
ど
、
社
会
福
祉
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

石
村
よ
つ
さ
ん
ら
四
人
が
県
知
事
な
ど
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
四
人
と
も
長
年
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
、
そ
の
職
責
を
深
く
理
解
し
、
地
域
の
福
祉
増
進
に

ひ
た
す
ら
尽
l
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
、
こ
の

度
、
認
め
ら
れ
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
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窟

現
在
、
我
が
国
の
六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
は
、
千
二
百
四
十
一
万

人
と
、
総
人
口
の
一
0
・
三
％
を
占

め
、
初
め
て
一
0
％
を
突
破
し
ま
し

た
。
う
ち
、
女
性
が
六
九
•
四
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
（
昭
和
5
9
年
総
務

庁
資
料
）

こ
の
割
合
は
、
ま
す
ま
す
増
え
る

も
の
と
見
ら
れ
将
来
（
昭
和9
5年
頃
）

は
二
0
％
を
超
え
る
だ
ろ
う
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
明
和
村
で
は
別
表
ー
①
の

よ
う
に
昭
和
五
十
九
年
十
月

現
在
で
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
、
千
二
百
五
十
九

人
で
、
総
人
口
の
―
二
•
四

％
と
全
国
平
均
の
一
0
•
三

本
県
平
均
の
一
0
・
九
％
を

い
ず
れ
も
上
回
っ
て
十
人
に

一
・
ニ
人
が
お
年
寄
り
と
い

う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

”
老
い
り
は
、
か
な
ら
ず

だ
れ
に
で
も
や
っ
て
き
ま
す
。

人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
問
題
と
い

う
の
は
何
も
お
年
寄
り
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
若
い
人
た

ち
に
も
や
が
て
直
面
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ

人
O
o3
 

ヽ
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明和村の65歳以上の人口推移
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仰□詈

余
暇
を
有
意
義
に
利
用
し
て
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
の
発
表
を
兼
ね
て

二
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で
村
内
の

お
年
寄
り
た
ち
に
よ
る
「
第
五
回
老

芸
に
熱
中

老
い
を
忘
れ
て

り
、
そ
し
て
、
社
会
全
体
の
課
題
で

も
あ
る
の
で
す
。

人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
」
が
行
わ
れ
、

百
九
人
の
お
年
寄
り
が
、
自
慢
の
芸

を
披
露
し
ま
し
た
。

催
し
物
は
千
差
万
別
で
、
踊
り
、

カ
ラ
オ
ケ
、
寸
劇
と
盛
た
く
さ

ん
。
自
分
た
ち
で
創
意
工
夫
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
見

ご
た
え
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
日
ば
か
り
は
老
い

を
忘
れ
て
芸
に
熱
中
し
、
老
人
パ
ワ

ー
を
発
揮
。
会
場
は
終
始
笑
い
の
う

ず
と
共
に
熱
い
声
援
が
惜
し
み
な
く

送
ら
れ
る
な
ど
、
見
る
側
も
、
演
ず

る
側
も
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

進
行
や
舞
台
関
係
に
は
、
村
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
十
一
日
に
は
、
村

の
中
央
公
民
館
で
郡
内
代
表
の
お
年

寄
り
に
よ
る
芸
能
大
会
も
行
わ
れ
、

村
か
ら
も
三
十
人
以
上
が
出
場
し
、

心
い
く
ま
で
芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。

；
こ
羞
h

(4) 

見事な踊りを披露する野本千代子さん

ま
ず
、
踊
り
を
や
っ
て
い
る
と
体
江森ふくさん

(70歳・上江黒）

今
回
は
、
詩
吟
、
「
稗
撓
の
歌
」

を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詩

吟
を
始
め
て
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

詩
吟
は
、
の
ど
を
使
い
ま
す
の
で
健

康
に
良
く
、
お
か
げ
で
風
邪
ひ
と
つ

ひ
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
維

持
の
た
め
声
が
つ
づ
く
限
り
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森尻祐三郎さん
(82祓・南大島）

「
第
五
回
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大

会
」
に
出
場
し
た
、
お
年
寄
り

た
ち
の
中
か
ら
四
人
に
大
会
の

抱
負
や
芸
に
つ
い
て
う
か
が
っ

て
み
ま
し
た
。
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郎 合

........................................................................... 

明
治
生
ま
れ
の
わ
た
し
が
、
も
し
な
ぜ
な
ら
発
声
は
、
内
臓
を
使
い
、

若
く
見
え
る
と
す
れ
ば
、
一
っ
に
は
そ
し
て
鍛
え
る
か
ら
で
す
。
声
を
出

体
育
の
お
か
げ
で
す
。
し
た
瞬
間
に
、
そ
の
振
動
が
体
全
体

「
そ
ん
な
老
い
ぼ
れ
が
い
っ
た
い
に
共
鳴
す
る
こ
れ
は
素
晴
ら
し

ど
ん
な
体
育
を
し
て
る
の
か
ね
？
」
い
全
身
運
動
な
の
で
す
。

と
い
わ
れ
そ
う

で
す
が
、
わ
た
一
若
く
見
え
る
の
は

し
の
場
合
は

歌
手
と
い
う
職
皿

業
を
通
じ
て
の
血

発
声
こ
そ
体
育
な
の
で
す
。
み
な
さ

ん
は
、
躍
動
乱
舞
し
て
筋
肉
を
鍛
え

る
イ
メ
ー
ジ
を
体
育
に
つ
い
て
お
も

ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
は

発
声
だ
っ
て
り
っ
ぱ
な
体
育
だ
と
考

え
る
の
で
す
。

病
気
欠
勤
は
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
、
こ
れ
も
発
声
の
賜
物
な
の
で

す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
昔
の
歌
謡
界

は
、
い
ま
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
録
音
技
術
が
高
度

皿
で
は
あ
り
ま
せ

皿
ん
で
し
た
。
そ

1
1
1

の
た
め
レ
コ
ー

の
お
か
げ
…
…

1
1
1デ
ィ
ン
グ
の
と

血
き
に
は
、
オ
ー
[
.
若
返
り
と
ボ
ケ
防
止
に
と
、
知
人

バ
ー
に
い
え
ば
叫
ぶ
よ
う
な
声
量
で
二
．
の
勧
め
も
あ
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
を
始
め

I
Iマ
イ
ク
の
い
ら
な
い
歌
わ
な
け
れ
ば
、
音
が
記
録
さ
れ
な
』
↑
し
た
。
あ
ま
り
丈
夫
で
な
か
っ
た

い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
よ
り
で
や
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
い

だ
れ
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
発
声
の
〖
ざ
、
や
っ
て
み
る
と
結
構
大
丈
夫
。

藤
山
り
の
ゆ
え
ん

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年
で
芸
鍛
練
を
す
る
の
が
習
性
に
な
り
ま
し
り
以
前
よ
り
か
な
り
健
康
に
な
り
ま
し

能
生
活
五
十
五
年
に
な
り
ま
す
が
、
た
。
”
マ
イ
ク
の
い
ら
な
い
藤
山
＂
；
．
た
。
芸
は
、
体
と
心
の
浄
化
作
用
が

....... 、
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『
あ
る
の
で
私
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

I
I
体
育
“

►

み
な
さ
ん
、
う
ま
い
で
す
ね

'- -“.. 

5回明利村老人クラフ芸能大会
王値明和村老人クラフ逗絡協議会 後援明和村•明和村社会福祉協議合

を
動
か
す
の
で
健
康
に
な
る
こ
と
ま

ち
が
い
な
し
で
す
。
こ
れ
は
踊
り
を

や
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
共
通
し

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
芸
能
大
会
は

老
人
ば
か
り
で
な
く
村
を
上
げ
て
実

施
す
る
こ
と
も
健
康
に
つ
な
が
る
一

つ
だ
と
考
え
ま
す
。

篠木直一郎さん
(80歳・大佐貫）

で的つ声はし れこと
効にもで捨なでたれい
果もや‘てくすとがわ
が精つおててか思われ
あ神て好‘はらったる
る的みき時“ ”てしよ
とにるなにな年いのう
思もこ歌はど寄ま健に
い若とや思とりす康な
まさで詩いいだ゜をり
すをす吟つうか 支ま

゜巴肉。言〗喜贔 : ［、］
上体と大ち慮 く、 l

皆もいしのえで
さ楽とみ交りす芸
んし思で流み°能
もくいすもる日大
‘生ま゜図こご会
ぜきす来かとろは
ひが゜年れも鍛‘
どい踊もる出練私
う豊りぜの米した
ぞ富はひでるたち
な‘出とし成の
芸と場て‘果生
°でっしも人をが
すてた楽とかい

゜

<
。

い
こ
ジ

1 第 5 回老人芸能大会l
◄

二
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

よ
る
寸
劇

....さあ．／呼吸をあわせてよいしょ．／

須永ことさん
(72歳・田島）
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* 

思わぬ大雪に

はしゃぐ子供たち

成
長
ぶ
り
披
露

保
育
園
で
「
お
ゆ
う
ぎ
会
」

も
う
す
ぐ
卒
園
。
四
月
か
ら
は
幼

稚
園
生
。
保
育
生
活
も
残
り
わ
ず
か

と
な
っ
た
二
月
上
・
中
旬
に
か
け
て

東
・
中
・
西
保
育
園
の
三
圏
で
「
お

(6) 

ゆ
う
ぎ
会
」
が
行
わ
れ
、
一
年
間
の

成
長
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

三
園
と
も
、
趣
向
を
こ
ら
し
て
個

性
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
た
く
さ
ん
。

歌
、
ゆ
う
ぎ
、
体
操
、
ダ
ン
ス
、
合

奏
な
ど
の
熟
演
に
父
母
た
ち
も

真
剣
な
表
情
。
わ
が
子
が
出
演
す
る

と
身
を
の
り
出
す
よ
う
に
見
入
り
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

►

三
歳
未
満
児
の
名
演
技

⑨同句詞園）
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易

二
月
十
八
日
昼
ご
ろ
か
ら
降
り
始

め
た
雪
は
、
十
九
日
の
朝
ま
で
続
き

県
下
全
域
に
記
録
的
な
”
ド
カ
雪
“

を
も
た
ら
し
、
通
勤
・
通
学
な
ど
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

前
橋
地
方
気
象
台
に
よ
り
ま
す
と

各
地
で
二
十
六
名
か
ら
三
十
名
と
近

年
に
な
い
積
雪
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
も
三
十
巧
と
多
く
、
久
び

さ
の
大
雪
に
ビ
ッ
ク
リ
。

みなさんからの話題を舅集しています。

役場広報係へご連絡ください。

合 (84)3111 。

* 

▲雪合戦、冷めたいよ．／

激しダすは し間各
しゃル°ら一た遅小村
てぎマさに方°ら・教
いまをつ喜‘ せ中育
たわ作そんそ る学委
様りつくだん な校員
子‘た‘のな どの会
で思り校は状 通始で
しわ‘庭‘況 学業は

だ：: : ；立、 ;;1
にでなちう し一
感は雪でら ま時園

◎シートベルト・ヘルメットの正しい着用の徹底。若年運転者と二輯車・自転車利用者の交通事故防止

·
·
ヽ
＇
‘

▲雪ダルマで V サイン

対する事故防止。
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編集をかえりみて

村誌発刊経過報告会

五
年
が
か
り
で
村
の
歴
史
、
変
せ
ん
を
刻
ん
だ
、

「
明
和
内
誌
」
が
昨
年
十
二
月
完
成
し
ま
し
た
。
そ
←

の
発
刊
経
過
報
告
会
が
二
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、
執
筆
者
二
十
一
人
と
印
刷
業
者
な
ど
関

係
者
三
十
人
近
く
が
出
席
。

ま
ず
、
発
行
者
で
あ
る
村
長
が
発
刊
に
あ
た
っ
て

感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
執

筆
者
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
そ
の
後
、
全

員
で
編
さ
ん
を
か
え
り
み
な
が
ら
苦
労
話
に
花
を
咲

か
せ
発
刊
を
祝
い
ま
し
た
。

胡
和
村
誌

楽
し
む
「
梅
原
地
区
」

二
月
三
日
、
節
分
。
梅
原
地
区
で

は
、
区
を
上
げ
て
豆
ま
き
を
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
三
島
紬
祉
i
境

内
に
「
神
楽
殿
」
が
新
設
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
子
供
た
ち
に
昔
の
伝
統

行
事
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
神

官
‘
区
な
ど
の
関
係
者
の
心
づ
か
い

か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

区
の
最
高
齢
者
、
年
男
（
ト
ラ
年
）

で
あ
る
九
十
六
歳
の
恩
田
万
吉
さ
ん

が
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
大
声
で

神
楽
殿
か
ら
豆
を
ま
く
と
、
子
供
た

ち
か
ら
歓
声
が
上
が
る
な
ど
豆
ま
き

は
最
高
潮
。
更
に
、
関
係
者
が
用
意

* 

し
た
福
引
き
や
甘
酒
が
振
る
ま
わ
れ

子
供
た
ち
は
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
舌
つ

づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

出
席
し
た
皆
さ
ん

区
を
上
げ
て

I
l一
豆
ま
きI
Iを

....地区最高齢者の恩田万吉さん (96) の豆まき＝左 2 人目

節
分
と
は
、
冬
の
節
に
移
る
こ
と
で
立
春
の
前
日

を
い
う
。
昔
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
季
節
の
変
わ

り
目
の
日
を
い
い
、
年
に
四
回
あ
っ
た
わ
け
だ
が
春

の
節
分
だ
け
が
残
っ
て
外
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

節
分
を
「
年
越
し
」
「
大
年
」
「
歳
の
夜
」
な
ど
と
＊

い
う
地
方
が
あ
る
の
は
、
立
春
を
年
の
改
ま
る
日
と

つ
い
な

考
え
る
風
習
の
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
追
灘
は
、
鬼

や
ら
い
と
も
い
い
節
分
の
最
も
大
き
な
行
事
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
節
分
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
室
町
時
代
以
後
で
、
そ
れ
ま
で
は
大
み
そ
か
の

行
事
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
豆
を
ま
く
の
は
邪
気

を
払
っ
祓
い
の
行
事
で
あ
る
。
『
恩
田
義
雄
さ
ん
、

（
悔
原
）
の
寄
稿
に
よ
り
ま
す
』

「
第
六
回
交
通
無
事
故
・
無
違
反

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、
二
月

十
一
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
村
内
で
一
位
に
な
っ
た
大
佐

貫
な
ど
入
賞
地
区
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
、
村
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
前
月

号
の
り
広
報
め
い
わ
り
で
ご
案
内
い

た
し
ま
し
た
が
、
三
市
町
村
総
合
順

位
も
こ
の
ほ
ど
発
表
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
前
回
、
斗

合
田
地
区
、
前
々
回
、
入
ケ
谷
地
区
と

こ
こ
ニ
ー
三
年
明
和
村
で
一
位
を
占

＊
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
館
林
市

（
城
町
南
）
に
譲
っ
て
し
ま
う
な
ど

全
体
的
に
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
合
順
位
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

大
佐
貫
1
1
8
位
、
新
里
1
1
1
1
位
、 無

事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
に
同
席
し
た
館
林
警
察
署
長

さ
ん
の
お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
明
和

村
の
場
合
、
中
で
も
交
通
三
悪
と
い

わ
れ
る
、
無
免
許
、
速
度
違
反

(
2
5

k
m以
上
）
、
酒
酔
い
・
洒
気
帯
び
の

違
反
件
数
は
、
同
警
察
署
管
外
も
含

め
る
と
、
な
ん
と
お
ど
ろ
き
、

中
谷
1
1
認
位
、
南

大
島
1
1
1
5
位
、
下

江
黒
1
1
1
9
位
、
斗

合
田
1
1
2
1
位
、
梅

原
1
1
3
1
位
、
千
津

井
1
1
3
2
位
、
上
江

黒
1
1
3
5
位
、
江
口

1
1
4
2
位
、
川
俣

I
I

4
5
位
、
田
島
1
1
4
9

位
、
矢
島
1
1
5
9
位

入
ケ
谷
1
1
6
8
位
‘

須
賀
1
1
7
8
位
、
大

輪
1
1
8
4
位
（
総
参

加
地
区
は
9
6地
区

で
し
た
。
）

大
佐
貰
（
一
位
）
地
区
な
ど
表
彰

交
通
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル

ま
だ
ま
だ
多
い

違
反
・
事
故

氷
山
の

一
角

守い のクいらも物ま分て ばこどのンせ酒違無
りつ交で 1 でれそ語つでもつなのの違クて気反免
まで通すルしるうつてし‘まりこ市反 I 137 滞 51 許
しもル゜のよ方だていら遠りまと町件ル件び件 24
よ ‘l 油数うもついるぬ＜ ‘せは村数一へ 62 へ件
うどル断字か少たまこ間へ近ん大でにの同件同へ
゜こははは°な←すとに行辺°いもな数 48 へ 20 管
でネ［禁‘いくと゜を気くで にこる字件同件内
も、会物氷わな反---,‘がとは 注フとのー 24 ー 4

で山ばい省はこゆつ注 目いの‘と件‘件
か すのこののつのるい意 し贔こ＝管一酒一

゜一ので念．／数んつし な向と屠内‘酔‘
ら 角コはに自字でいて け~ 0 近へ合い速
す。 なンなか分はし気い れ゜へくコわ・度

[>春の交通安全運動•…••4 月 6 日～ 4 月 15 日。 主な実施事項•…••◎ことも•お年寄り、特に新入学（園）児に
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◎犬の予防注射日程表

実施月日 曜日 時 間 場 所

午前 9:00~10:00 斗合田集落センター

IJ 10:30~11 :30 東部児童館
4 月 7 日 （月）

午後 1:00~2:00 江口集会所

I/ 2:30~3:30 田島出荷所

午前 9:00~10:00 明和農協第一事業所

4 月 8 日 （火） l1 10:30~11 :30 大輪転作促進研修施設

午後 1:00~3:00 矢島転作促進研修施設

午前 9:00~11:30 中谷教学院
4 月 9 日 （水）

午後 l:00~3:00 南大島集会所

午前 9:00~11:30 梅原三島神社
4 月 10 日 （木）

午後 1:00~3:00 役 場

予
防
注
射
を

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
り
飼
い
主
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
年
間
有
効
な

新
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
た
め
年
一

回
の
接
種
で
す
み
ま
す
の
で
か
な
ら

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
子
供
な
ど
が
、
か
ま
れ
た

り
し
て
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
大

変
で
す
。
忘
れ
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
登
録
も
同
時
に
受
け
ら
れ

ま
す
。
登
録
・
注
射
は
、
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1

予
定
表
ど
お
り

＊
対
象
1
1

生
後
三
ヵ
月
以
上

＊
料
金
1
1

四
千
八
百
円
（
登
録
料
二

千
百
円
・
注
射
二
千
三
百
円
・
交

付
手
数
料
四
百
円
）

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
役
場
保
健
衛

生
係
へ

通
侶
制
で

高
校
卒
業
資
格

ま
し
ょ
う

一
昨
年
の
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
振
替
納
税
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

既
に
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の
家
庭

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
預
金
口
座
か
ら
村
税

等
の
税
金
を
自
動
的
に
引
き
落
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
、
納
め
忘

れ
や
、
盗
難
防
止
と
し
て
金
融
関
係

機
関
で
は
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
税
の
労
カ
・
時
間
を
節

約
す
る
の
に
大
変
便
利
な
制
度
で
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
か
ら
新
年
度
(
6
1
年
度
）

で
す
。
こ
の
期
に
D
座
振
替
に
切
り

替
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
期
に
口
座
振
替
納
税
に
切
り
か
え

4

月
か
ら
新
年
度

(
6
1年
）
で
す
。

県
立
桐
生
女
子
高
校
で
は
、
通
信

制
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
男

女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
に
関
係
な

く
入
学
で
き
、
終
了
す
る
と
高
校
卒

業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

月
に
二
回
ほ
ど
（
隔
週
の
日
曜
日
）

登
校
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
働
き
な
が

ら
学
ぼ
う
と
す
る
人
や
主
婦
な
ど
に

は
最
適
な
勉
学
方
法
で
す
。

受
付
期
間
は
、
3
月
1
0
日
か
ら
4

月
5
日
正
午
ま
で
で
す
。
入
学
案
内

書
も
さ
し
上
げ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
桐
生
女
子
高
校
通
信

制

(
6
0
2
7
7⑫
2
1
8
2
)
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
き
る
の
は
、
村
閲
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
、
国
民
年
金
保
険

料
・
農
業
共
済
掛
け
金
・
水
道
使
用

料
・
利
根
加
用
水
賦
課
金
で
す
。

＊
手
続
き
1
1

振
替
依
頼
書
が
役
場
税

務
課
又
は
、
取
扱
い
金
融
機
関
に
あ
ー

り
ま
す
の
で
預
金
通
帳
と
、
そ
の
印

鑑
を
持
参
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
取
扱
い
金
融
機
関1
1

明
和
農
協
（
第

-
•
第
二
）
、
千
江
田
農
協
、
群
馬
銀

行
（
館
林
・
南
・
板
倉
の
各
支
店
）
、

足
利
銀
行
（
館
林
・
南
の
各
支
店
）
、

太
陽
神
戸
銀
行
館
林
支
店
、
大
生
相

互
銀
行
館
林
支
店
、
館
林
信
用
金
庫

南
支
店

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
役
場
税
務
課

に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

台
帳
の
縦
覧
期
間
中
で
す

い
ま
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
期
間
中
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
度

の
固
定
資
産
税
の
基
準
と
な
る
価
格

な
ど
を
登
録
し
た
課
税
台
帳
を
三
月

二
十
日
ま
で
、
役
場
税
務
課
で
縦
覧

し
て
い
ま
す
。

台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
三
月
三
十
日
ま
で
に
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
役
場
税

務
課
）
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 た

だ
い
ま
‘
固
定
資
産
課
税

予防接種・健診予定表

D 
※月例実施のものは最後のページをご覧ください。

あ
な
た
の
芙
声
を

N
H
K

前
橋
放
送
局
で
は
、
F
M

放
送
「
タ
ベ
の
ひ
と
と
き
」
（
午
後

6

時
＼
7

時
）
で
、
毎
週
月
・
水
曜

日
に
ア
マ
チ
ュ
ア
の
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー

プ
に
よ
る
歌
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

放
送
出
演
ご
希
望
の
方
は
、
自
信

作
一
曲
を
演
奏
付
き
で
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
に
録
音
し
て
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
添
え
て

＿
烹3
7
前
橋
市
元
総
社
町
一
八
九
N

H
K

前
橋
放
送
局
「
タ
ベ
の
ひ
と
と

き
カ
ラ
オ
ケ
」
係

(
6
0
2
7
2⑳

1
7
1
1
)ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

放
送
し
て
み
ま
せ
ん
か

愛
犬
に

愛
を
も
っ
て

--
’’ ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' , , 

』, , , , 
' ' ,—' 

’’ ’’ ’’ ,_ -------------------------_, 

```[ 

：亨ロ

乳幼児健診
ッベルクリン反応
(B C G) 

8召禾口60年こ 1 月 1 日

対象者 乳 幼 児 ~60年12 月 31 日
に生まれた児

期 日 3 月 28 日僅
4 月 2 日（水）

判定 BCG.. ·4 月 4 日倹

時 間
平又 付 怠又 付

午後 1 時～ 2 時 午後 1 時～ 2 時

場 所 保健 セ ン 夕

持ちもの 母子 手 帳
母子 手 帳
問 ヨ彫八シ 票

詳しくは、役場保健課ヘ
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四
月
一
日
か
ら
六
十
一
年
度
に

な
り
ま
す
。
利
根
川
総
合
運
動
場

の
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
を
現
在
登

録
使
用
し
て
い
る
人
で
、
四
月
以

降
も
続
け
た
い
人
は
更
新
手
続
き

を
ー

l
|

、
新
し
く
使
用
し
た
い
人

は
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
更
新
期
限
1
1
3

月
中

＊
新
規
登
録
1
1
3

月
か
ら
随
時

＊
費
用

1
1
2
0
0
0

円

＊
申
込
み
·
問
合
せ
先

1
1

社
会
体

育
館
へ

す
る
方
も
登
録
（
更
新
）
を
／
．

テ
ニ
ス
場
: 

（
河
川
敷
）を
利
用

⑪
含
困
貪
⑱

6
8
4
|
4
6
2
6

＠
固
◎
国
⑱

6
8
4
1
4
4
9
1

か
ら
伝
言

登
録
し
ま
し
ょ
う

四
月
一
日
か
ら
六
十
一
年
度

に
な
り
ま
す
の
で
社
会
体
育
館

・
小
・
中
学
校
の
校
庭
、
利
恨

川
総
合
運
動
場
を
利
用
す
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
（
個
人
）
は
、
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
公
共
施
設
は
、
皆

さ
ん
に
円
滑
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
代
表
者
会
議
を
開
き
、

そ
の
席
上
で
登
録
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

代
表
者
会
議
は
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

＊
日
時

1
1
3

月
2
0
日
午
後
7

時
か
ら

玄
場
所

1
1

中
央
公
民
館
会
議
室

＊
対
象
者
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ

れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
成

人
の
監
督
者
等
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

国
民
金
融
公
庫
は
、
次
の
と
お
り

進
学
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

圏
一
般
貸
付

＊
利
用
で
き
る
方
1
1

進
学
す
る
方
の

父
母
又
は
本
人
（
勤
労
学
生
に
限
る
）

で
、
年
収
六
百
万
円
以
内
の
方

＊
融
資
額
1
1
5
0
万
円
以
内

玄
利
率

1
1

年
7
.
0
%

＊
返
済
期
間
1
1

修
業
年
限
以
内
（
最

高
で
最
長
4

年
）

＊
申
込
み
期
限
1
1
6
1
年
4

月

3
0日

玄
取
扱
い
機
関
1
1

銀
行
な
ど
の
金
融

期
関

ま
た
、
「
進
学
積
立
郵
便
貯
金
者

貸
付
」
融
資
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
取
扱
い
機
関
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。 1

1国
の
進
学
ロ
ー
ン
“

国
民
金
融
公
庫

村 の ＿
つ

ご き

く 3 月＞

11 日 村議会定例会 (18 日まで）

// 寿学級閉講式

14 日 婦人学級閉講式

15 日 明中卒業式

19 日 母子保健推進員研修会

20 日 ｛体育施設利用団体61年度
利用説明会

第13回剣道大会

幼稚園卒園式（東・中・西）

衛生正副部長会議

小学校卒業式（東・西）

保育園卒園式（東・中・西）

21 日

25 日

ク

26 日

28 日

く4 月＞
7 日 保育園入園式（東・中・西）

8 日 小・中学校入学式

9 日 幼稚園入園式（東・中・西）

す
す
き
穂
に
包
ま
れ
流
る
川
水
の
明

日
を
予
報
す
ち
ぎ
れ
雲
映
し
ぬ

い

こほろぎ短歌会

週富士支部

（
詳
細
は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ

奈
良
照
子

補
導
員
の
腕
章
付
け
て
連
れ
だ
て
ば

店
員
客
等
の
と
ま
ど
う
眼
差
し

山
岸
澄
枝

針
穴
の
糸
の
通
り
が
気
が
か
り
て
幾

オ
つ
も
変
ら
ぬ
人
の
嘆
く
を小平

和
子

手
直
せ
し
化
粧
く
づ
れ
の
止
め
ど
な

く
パ
フ
を
は
た
き
し
美
容
師
顕
た
す

泉
田
政
子

もう一度確認を
61年年賀はがきお年玉当せん番号

等級 お年玉の品名 組 番 号

A組 337340 

1 等 V T R 953103 
AｷB 205362 組共通
281824 

A組 下 5 けた94150 
2等 インスタントカメラ

組A共通B 下 5 けた86618 

7下651けた23 下 5 けた

3等
万年筆又は AｷB 96885 
洋食器セット 組共通 9下459けた41 3下257け0た 1 

4等
手紙セット AｷB 下 3 けた

(11!イ¢ノんグカ討ー員トの・セグッリートテ) 組共通 126 

5等 お年玉切手シート
A B 下32”9 |下62け3た| 下02 け3た
組共通

※お年玉引換期間

福
田
初
江

草
む
し
り
汗
み
ど
ろ
な
り
昼
上
る
冷

い
ー
水
何
よ
り
う
ま
し 野

本
み
ね
子

冬
至
柚
子
時
の
流
れ
に
逆
は
ず
荼
す

す
り
つ
つ
甘
酢
の
味
頬
博
ふ

原
口
文
江

諸
も
ろ
の
歴
史
を
秘
め
し
老
木
の
生

は
な

あ
る
証
赤
き
梅
花
芽
の
（
偕
楽
園
）

原
口
美
津
子

ろ
て
ん
し
ょ
う

だ
る
ま
市
の
場
所
変
ら
ざ
り
女
露
商

の
背
の
子
眠
る
に
焼
ま
ん
ぢ
ゅ
う
売

る

福
田
き
い

柴
崎
米
吉

林
正

本
澤
秋
太
郎

原
口
き
く

大
津
忠
一

田
村
善
吉

石
村
ち
ょ

氏
名

ー
死
亡
ー

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

江
森
詳
恵
靖
芳
二
女
梅
原

1
月

2
5日

篠
原
陽
史
行
：
―
-
男
須
賀

1
月

3
0日

福
島
由
佳
正
洋
長
女
南
大
島

2

月
3

日

森
田
聖
清
ー
一
郎
長
男
上

4
黒
2

月
4

日

飯
塚
大
明
邦
雄
長
男
直
口

2

月
8
日

吉
田
秀
貴
耕
二
二
男
大
輪

2

月
9

日

清
水
綾
和
美
長
男
南
大
島

2

月

1
4日

金
子
真
也
真
司
長
男
田
島

2

月

1
6日

清
水
巨
樹
義
行
長
男
南
大
島

2

月

1
9日

始
澤
秀
平
稔
長
男
梅
原

2

月

2
0日

張
谷
俊
行
和
彦
二
男
川
俣

2

月

2
4日

（
敬
称
略
）

隻
（
（
汀
讐
死
亡
月
日

8
2
峯
次
梅
原

2

月
2

日

6
8
清
下
江
黒

2

月
1
1日

5
6（
ふ
み
子
）
須
賀2
月

1
5日

7
8
（
操
）
南
大
島
2

月
1
7日

8
7
幸
大
輪

2

月
1
7
日

5
7
岩
吉
矢
島

2

月

1
8日

7
9（
秋
善
）
斗
合
田2
月

2
1日

5
2
一
雄
大
佐
貫
2

月

2
6
H

7 月 19 日まで

:

¥

`

 

( 

`
¢
v
ャ
井



昭和61年 3 月 10 日 、広 報 め い わ 第294号 (10) 

2 月の

G 
マ・一賣ク ＝一

救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 2 件
●その他 2 件

●計 6 件

こ 館林邑楽地区 館林地区 明千邑楽代・板和倉田地区
産婦人科 耳鼻科 内 科外科

日 3 月 16 日 佐々 )] 医院川田i 耳）医院 多々良（診）医院云 { 72 } 3 01670 6 寺内医院 竹越医院
合 (62 6 2 3 云 (72 3 3 1 4 大塚医院云 72 0 ff (72) 3 0 3 1 合 (84) 3 1 3 7 

下ていさ すのまり : 間午後時は
曜 横田医院原医院 後藤（愛謬 合 { 72 } 0134 永 喜 堂医院 増田医院3 月 23 日

云（72) 0 2 5 5 合 (72) 1 9 3 6 ゆたか 云 73 7308 云） 4 4 6 9 云 (82) 2 2 5 5 
当

吉’` （嘉 医院川田医院3 月 30 日 上野医 塁 合 { 72 } 3330 海宝医院 石云 ( 8山2) 0 医1 0 院'.3 
番

合 1 6 3 0 合 (72) 3 7 2 4 森下医 合 7•3 7776 云（74) 0 8 1 1 

医 4 月 6 日 浜 畠 医院後 喜{ 康）医院 津久井医院 橋 8百 医院
合 (5 6 7 8 合 3 9 5 7 後藤（康）医院合(?2)3957 ff (72) 3 3 1 6 云（ 1 1 5 0 

°電話でで 一時でま
4 月 13 日 白 嘉 医院小倉医院 塁 河堂医 芦 合 { 72 } 3070 岡田医院 竹越医院

合 (1 6 0 0 云 (72) 0 6 0 6 楽岡医 合 72 0572 合 (72) 3 1 6 3 合 (84) 3 1 3 7 

'ゞッキワークと
令tら 3()行

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
打
込
む

◄

島
田
喜
代
子
さ
ん
（
須
賀
）

"
 

5
福
田
正
男
さ
ん
（
悔
原
）
は
、
亡

母
の
供
養
に
と
十
万
円
を

5
張
谷
よ
し
さ
ん
（
川
俣
）
は
、
亡

夫
の
供
養
に
と
三
万
円
を

5
南
大
島
地
区
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
「

新
和
会
1
1

代
表
松
崎
富
士
子
さ
ん
」

は
、
一
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協

議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま

毎
月
第
＿
土
曜
日
は

「
少
年
の
日
」

毎
月
第
一
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

昨
年
、
横
浜
の
島
島
屋
に
展
示
さ

れ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ル
バ
．
ン

美
術
館
の
四
十
枚
の
キ
ル
ト
…
…
。

そ
の
す
ば
ら
し
さ
、
仕
上
げ
た
精

神
力
、
忍
耐
力
に
驚
き
の
声
だ
け
。

パ
ソ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
と
は
、

記
念
事
業
と
し
て
進
め
て
い
た
明

和
村
合
併
三
十
周
年
記
念
冊
子
「
村

勢
要
覧
」
が
、
昨
年
の
十
二
月
完
成

ベ
ッ
＋
カ
バ
ー
の
事
を
い
う
の
だ
そ

う
で
す
。

廃
物
利
用
で
三
角
形
は
二
枚
に
は

い
で
四
角
形
に
、
丸
形
や
菱
形
等
と

接
ぎ
、
模
様
を
作
り
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

バ
ノ
ク
、
壁
か
け
な
ど
を
作
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。
既
に
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
、
皆
様
の
ご
家
庭
に
届
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
時
折
り
、
コ
タ
ツ
に
入

っ
て
縫
っ
て
い
る
と
、
「
そ
ん
な

に
夢
中
に
な
っ
て
、
体
を
こ
わ
さ

な
い
で
ね
]
と
‘
娘
に
心
配
さ
れ

ま
す
。

と
に
か
く
、
色
の
組
み
合
わ
せ

に
一
苦
労
し
、
出
来
上
っ
た
物
は

少
々
ま
ず
く
と
も
、
何
と
も
云
え

。す
な
い
愛
着
を
感
じ
手
ば
な
せ
ま
せ

でん
ん
。
私
は
今
、
手
作
り
の
ポ
ー
チ

を
小
脇
に
か
か
え
て
買
物
に
で
ま

さ田島
す
。
抱
え
て
も
落
ち
に
く
く
、
汚

と
れ
た
ら
洗
え
る
の
で
と
て
も
便
利
。

も字
婦
人
雑
誌
で
見
た
ポ
コ
ポ
コ
布

．
団
も
、
い
ざ
作
っ
て
見
る
と
簡
単

題文
で
し
た
。
今
の
私
に
と
っ
て
、
多

く
の
人
に
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さし上げますこへ＼

合併30周年冊子「村勢要覧」に
のっている写真…お早めに申出を

ヽ＇明和‘
計5

I 春の全国交通安全運動 I

4 月 6 日～4 月 15 日

とび出しは

めいわくいつばい

事故いっぱい

•一、

28 27 26 i ] 
日日日 今

の
月

役東 > 讐
場部 ズ の
税児 水は 納
勁吹旱立協第 道料 [ ヽ め
課館ーで

す

゜

＝二：三。

' 

.,. 

~: 

.

.

 I
 

村
民
各
位
の
皆
様
に
は
、
編
集
に

際
し
ま
し
て
写
真
提
洪
、
取
材
等
に

心
良
く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
冊
子
、
「
村
勢

要
覧
」
の
中
で
、
ご
希
望
の
写
真
が

あ
り
ま
し
た
ら
差
し
上
げ
ま
す
の
で

役
場
広
報
係

(
6闘
3
1
1
1
)
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

人
物
、
風
景
、
施
設
な
ど
掲

載
の
も
の
で
あ
れ
ば
ど
れ
で
も
結
構

で
す
の
で
遠
慮
な
く
申
し
出
く
だ
さ

、
T
O

し

な
お
、
申
し
出
期
限
は
誠
に
勝
手

で
す
が
、
四
月
十
日
ま
で
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
人
権
、
行
政
、
心
配
こ
と
相
談

0

日
時
3
月
1
7
日
午
前
1
0

時
＼
午
後
3
時
ま
で

0

場
所
役
場
会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

0

日
時

3

月
1
3
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時
4
月
3
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0
内
容
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

0

日
時
3
月

2
0日
受
付
は

午
前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0八
万

4
月

1

日
受
付
は
午
後

1

時
1
2

時

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

◎春の青少年健全育成運動… 3 月16 日～ 4 月 15 日 目標「青少年に有意義な生活を送るための自覚を高めさせよう」など
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